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一
．
有
宇
の
中
将
物
語

お
よ
そ
『
二
荒
山
縁
起
』（
至
徳
元
年
〔
一
三
八
四
〕
以
前
成
立
）
は
、
下
野
・
日
光

三
所
権
現
の
垂
迹
縁
起
な
る
第
一
部
と
そ
の
日
光
権
現
の
祭
祀
由
来
な
る
第
二
部
と

か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
第
一
部
が
鷹
飼
の
上
手
・
有
宇
の
中
将
の
物
語
で
あ
り
、

第
二
部
が
狩
猟
の
名
手
・
猿
丸
大
夫
の
物
語
で
あ
る
。
そ
れ
は
元
来
、
別
々
な
形
で

成
立
し
た
も
の
と
推
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
一
続
き
の
物
語
と
し
て
編
集
し
た
の
が
当

縁
起
で
あ
り
、
そ
の
継
ぎ
は
ぎ
の
不
自
然
に
つ
い
て
は
、
前
稿
「『
二
荒
山
縁
起
』
成

立
考
―
放
鷹
文
化
と
か
か
わ
っ
て
―①
」
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
当
縁
起
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
柳
田
国
男
氏
の
『
神
を
助
け
た
話②
』
を
は
じ

め
、
ほ
と
ん
ど
第
二
部
の
猿
丸
大
夫
の
物
語
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
わ
た

く
し
は
、
前
稿
に
お
い
て
、
両
者
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
成
立
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
そ
れ
を
補
う
も
の
で
、
特
に
第
一
部
の
有
宇
中
将
物
語
を
と
り
あ
げ
、
そ

の
原
風
景
「
朝
日
の
里
」
に
、
鷹
に
導
か
れ
た
鍛
冶
文
化
の
可
能
性
を
明
ら
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
前
稿
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
第
一
部
の
垂
迹
縁
起
の
梗
概

を
あ
げ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
そ
れ
は
第
一
種
の
真
名
本
（
日
光
山
二
荒
山
神
社
蔵
写

本③
）
に
よ
り
、
適
宜
、
第
二
種
の
仮
名
本
（
日
光
二
荒
山
神
社
蔵
絵
巻④
）
で
補
い
、
そ

れ
を
括
弧
内
に
示
す
こ
と
と
す
る
。

〔
発
端
〕
主
人
公
の
旅
立

⑴  　

花
洛
の
有
宇
の
中
将
は
、（
明
け
暮
れ
鷹
狩
を
好
ん
で
い
て
、
秋
の
初
鳥
狩
の
野
遊

び
に
出
仕
を
忘
れ
）、
御
門
の
ご
勘
気
を
蒙
る
。 

〔
異
常
な
鷹
遊
び
〕

⑵  　

中
将
は
、
青
鹿
毛
と
称
す
る
馬
に
乗
り
、
雲
の
上
と
い
う
鷹
、
悪
駄
丸
（
阿

久
多
丸
）
と
い
う
犬
を
伴
い
、
内
裏
を
し
の
び
出
る
。 

〔
遍
歴
の
出
立
〕

〔
展
開
・
Ⅰ
〕
異
郷
訪
問

⑴  　

中
将
は
、
四
日
（
七
日
）
目
に
、
東
山
道
の
下
野
国
布
陀
羅
山
（
二
荒
山
）
に

着
き
、
菅
の
繁
茂
す
る
山
菅
橋
を
渡
っ
て
、
一
夜
を
過
す
。
夜
明
け
と
と
も
に

出
立
し
、（
標
茅
ヶ
原
・
那
須
の
し
の
原
・
白
河
の
関
・
安
積
の
沼
を
経
て
）
三
日
ほ

ど
し
て
、
奥
州
の
朝
日
の
里
に
着
く
。 

〔
奥
州
入
り
〕

⑵  　

そ
の
里
の
朝
日
長
者
に
は
、
十
四
歳
に
な
る
美
し
い
姫
君
が
あ
り
、
中
将
は

そ
れ
に
心
を
動
か
し
、
懸
想
の
文
を
贈
る
。
そ
の
文
の
み
ご
と
さ
を
見
て
、
長

者
は
雲
の
上
人
と
察
し
、
中
将
を
婿
に
招
き
入
れ
る
。 

〔
中
将
の
婿
入
り
〕

〔
展
開
・
Ⅱ
〕
帰
郷
遍
歴

⑴  　

六
年
後
、
中
将
は
都
の
母
上
を
夢
に
み
て
、
馬
・
鷹
・
犬
を
連
れ
て
帰
郷
を

志
す
。
朝
日
姫
は
、
縹
の
帯
の
端
を
結
ん
で
、
中
将
と
互
い
に
持
ち
合
い
、
別

れ
る
こ
と
あ
れ
ば
解
け
る
と
契
り
、
旅
行
く
一
日
目
に
会
う
大
川
の
妻
去
川
の

水
を
飲
ん
で
は
な
ら
ぬ
と
教
え
る
。 

〔
朝
日
姫
の
教
示
〕

⑵  　

中
将
は
朝
日
の
里
を
出
た
一
日
目
に
大
川
に
出
る
。
一
旦
は
飲
む
こ
と
を
た

め
ら
う
が
、
辛
抱
が
で
き
ず
、
引
き
返
し
て
馬
の
鞭
の
先
で
飲
む
と
、
忽
ち
に

気
を
失
う
。
五
日
ほ
ど
川
の
辺
り
に
伏
し
て
い
る
が
、
心
を
取
り
直
し
、
再
び
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馬
に
乗
り
五
日
か
か
っ
て
布
陀
羅
山
の
麓
に
着
く
。 

〔
妻
去
川
の
罹
病
〕

⑶  　

中
将
は
、
馬
に
は
母
へ
の
文
、
鷹
に
は
朝
日
姫
へ
の
文
を
託
す
。
朝
日
姫
は
、

中
将
の
結
ん
だ
縹
の
帯
の
結
び
が
解
け
た
の
で
、
里
を
出
て
七
日
目
に
妻
去
川

な
る
阿
武
隈
川
の
辺
り
に
着
く
。そ
こ
へ
鷹
が
飛
ん
で
来
て
中
将
の
文
を
落
す
。

（
姫
は
返
し
の
文
を
鷹
に
託
す
。） 

〔
朝
日
姫
の
跡
追
い
〕

⑷  　

中
将
の
馬
が
都
へ
登
り
、
文
を
大
将
殿
の
許
に
届
け
る
と
、
母
上
は
す
で
に

亡
く
な
っ
て
お
り
、舎
弟
の
中
納
言
が
そ
の
馬
に
乗
っ
て
布
陀
羅
山
に
赴
く
と
、

中
将
は
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
る
。
朝
日
姫
は
妻
去
川
か
ら
五
日
か
か
っ
て
布
陀

羅
山
に
赴
き
、
中
将
の
死
体
を
見
て
、
悲
し
み
の
あ
ま
り
自
ら
も
み
ま
か
っ
て

し
ま
う
。 

〔
中
将
夫
妻
の
横
死
〕

〔
結
末
〕
主
人
公
た
ち
の
神
明
示
現

⑴  　

一
旦
死
ん
だ
中
将
夫
妻
は
、
閻
魔
王
の
は
か
ら
い
で
蘇
生
す
る
。
中
将
は
こ

れ
ま
で
の
経
緯
を
御
門
に
奏
聞
す
る
と
、
大
将
に
任
ぜ
ら
れ
、
東
八
カ
国
よ
り

陸
奥
ま
で
を
所
領
と
し
て
給
わ
る
。
ま
も
な
く
夫
妻
の
間
に
御
子
が
誕
生
、
馬

王
と
名
づ
け
ら
れ
、
や
が
て
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
る
。 
〔
一
門
の
栄
花
〕

⑵  　

最
後
に
、
有
宇
の
大
将
は
布
陀
羅
山
に
帰
り
、
そ
こ
で
む
な
し
く
な
り
、
本

宮
（
後
に
新
宮
大
権
現
）
に
祝
わ
れ
た
ま
う
。
本
地
は
千
手
観
音
で
あ
る
。
朝
日

姫
も
隠
れ
な
さ
っ
て
滝
尾
（
女
体
権
現
）
と
現
わ
れ
た
ま
う
。
本
地
は
阿
弥
陀
如

来
で
あ
る
。
ま
た
、
中
納
言
も
両
親
の
二
荒
山
に
入
り
、
太
郎
大
明
神
と
祝
わ

れ
、
新
宮
（
後
に
本
宮
大
権
現
）
と
申
し
上
げ
た
。
馬
頭
観
音
が
本
地
で
あ
る
。

 

〔
三
所
権
現
示
現
〕

右
の
よ
う
に
『
二
荒
山
縁
起
』
の
第
一
部
は
、
鷹
狩
の
上
手
な
る
有
宇
中
将
の
流

離
遍
歴
の
物
語
で
、
そ
の
苦
難
の
果
て
に
、
二
荒
山
の
神
明
に
示
現
し
た
と
す
る
垂

迹
本
地
譚
で
あ
る
。
平
安
時
代
、
公
的
な
鷹
飼
の
職
は
、
朝
廷
の
蔵
人
所
の
管
理
下

に
あ
っ
た⑤
。
そ
の
蔵
人
所
の
頭
の
一
人
が
、
近
衛
の
中
将
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

頭
の
中
将
な
る
「
有
宇
」
と
い
う
人
物
が
、
青
鹿
毛
と
称
す
る
馬
に
乗
り
、
雲
の
上

と
い
う
鷹
を
据
え
、
悪
駄
丸
と
い
う
犬
を
伴
っ
て
、
東
国
か
ら
奥
州
へ
向
か
う
道
行

は
、
あ
る
い
は
白
鳥
を
追
う
鷹
飼
た
ち
の
鷹
場
め
ぐ
り
を
隠
す
も
の
と
も
言
え
る
で

あ
ろ
う
。し
か
も
そ
の
有
宇
中
将
の
奥
州
入
り
の
最
初
を
二
荒
山
の
山
菅
橋
に
求
め
、

最
後
の
神
明
垂
迹
の
地
を
二
荒
山
と
す
る
叙
述
は
、
こ
の
物
語
の
原
拠
が
、
元
来
、

日
光
山
の
鷹
飼
集
団
に
支
持
さ
れ
て
成
立
し
た
と
推
さ
れ
る
。
そ
れ
が
前
稿
の
論
旨

と
い
う
べ
き
で
あ
っ
た
。

二
．
奥
州
・
朝
日
の
里
の
行
方

さ
て
、
前
稿
に
お
い
て
概
略
は
説
い
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
有
宇
中
将
の
鷹
場
め

ぐ
り
に
お
い
て
、
見
出
さ
れ
た
美
し
い
姫
君
の
「
朝
日
の
里
」
を
本
文
に
沿
っ
て
、

や
や
丁
寧
に
検
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

ま
ず
そ
れ
は
、
二
荒
山
か
ら
奥
州
へ
の
道
行
、
展
開
・
Ⅰ
の
⑴
〔
奥
州
入
り
〕
に

う
か
が
え
る
。
そ
れ
を
第
一
種
本
、
真
名
本
（
日
光
二
荒
山
神
社
蔵
）
は
次
の
よ
う
に

叙
し
て
い
る
。

彼
（
山
菅
橋
）
河
岸
ヲ
行
過
キ
ス
シ
テ
、木
下
ニ
馬
ヲ
立
ヌ
。
鷹
ハ
飛
上
リ
テ

梢
ニ
居
ル
、
中
将
馬
ヨ
リ
下
給
テ
、
苔
莚
ヲ
片
敷
、
一
夜
留
リ
給
フ
、

夜
モ
漸
ク
明
レ
ハ
、
馬
ニ
向
テ
宣
ル
ハ
、
是
ニ
留
ル
ヘ
キ
ヤ
、
猶
ヲ
行
末
ニ

住
ム
ヘ
キ
所
有
ヤ
ト
仰
ケ
レ
ハ
、
馬
聽
テ
立
向
ケ
ル
、
佐
テ
ハ
行
ヘ
キ
所
有
リ

ヤ
ト
乗
給
フ
、
又
何
方
モ
無
ク
馬
ニ
任
テ
行
給
程
ニ
、
三
日
ト
云
フ
午
剋
計
ニ
、

里
中
ニ
出
テ
見
亘
給
ヘ
ハ
、
方
四
丁
余
リ
ニ
築
地
ヲ
突
キ
、
棟
門
平
門
有
リ
、

（
中
略
）
此
国
ヲ
ハ
陸
奥
、
此
里
ヲ
ハ
朝
日
ノ
里
ト
申
所
也
、
彼
主
ヲ
ハ
朝
日
長

者
殿
と
申
也
、
…
…

『
二
荒
山
縁
起
』
の
編
者
は
、
有
宇
中
将
の
東
国
・
奥
州
へ
の
道
行
は
、
古
い
東
山

道
に
よ
っ
た
も
の
と
し
て
叙
述
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
東
山
道
は
、
下
野
に

入
る
と
「
足
利
・
三み

鴨か
も

・
田た

べ部
・
衣き

ぬ
が
わ川

（
二
荒
山
）・
新に

い

田た

・
磐い

わ
か
み上

・
黒く

ろ
か
わ川

」
の
七
駅
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を
経
て
、
奥
州
の
初
駅
「
雄
野
」
に
至
る
。
そ
の
「
雄
野
」
は
、「
和
名
抄
」
に
は

「
小
野
郷
」
と
あ
り
、「
延
喜
式
」
兵
部
省
諸
国
伝
馬
の
条
に
は
「
雄
野
駅
」
と
あ
り
、

　
　

沿
道
名
称
一
覧
（
福
島
県
教
育
委
員
会
編
『
奥
州
道
中
』）

1　

白
河
関
跡
（
平
安
時
代
初
）　

2　

供
養
塔
（
鎌
倉
時
代
）　

3　

地
蔵
（
正
徳
四
年

〔
一
七
一
四
〕）　

4　

関
道
標
（
延
享
三
年
〔
一
七
四
六
〕）　

5　

硯
石
磨
崖
三
十
三
観
音
（
江

戸
中
期
）　

6　

道
標・開
海
道
（
文
久
元
年
〔
一
八
六
一
〕）　

7　

借
宿
廃
寺
跡
（
奈
良
時
代
）　

8　

感
忠
銘
磨
崖
碑
（
文
化
十
年
〔
一
八
一
三
〕）　

9　

鹿
島
神
社
（
平
安
時
代
）　

10　

転
寝

の
森
（
平
安
時
代
）　

11　

宗
祇
戻
し
（
室
町
時
代
）　

12　

道
標
・
白
河
城
羅
郭
岐
路
碑
（
文

政
五
年
〔
一
八
二
二
〕）　

13　

供
養
碑
（
鎌
倉
時
代
）　

14　

境
明
神
社
（
不
明
）　

15　

藩
界

石
柱
（
寛
政
頃
）　

16　

観
音
寺
（
応
永
年
間
）　

17　

金
売
吉
次
の
墓
（
鎌
倉
時
代
）　

18　

八

幡
神
社
（
不
明
）　

19　

地
蔵
（
享
保
十
八
年
〔
一
七
三
三
〕）　

20　

阿
弥
陀
石
（
鎌
倉
時
代
頃
）　

21　

供
養
碑
（
寛
政
五
年
〔
一
七
九
三
〕）　

22　

戊
辰
戦
争
戦
死
者
墓
（
明
治
初
年
）　

23　

権

兵
衛
稲
荷
神
社
（
江
戸
中
期
）　

24　

南
湖
公
園
（
享
和
二
年
〔
一
八
〇
二
〕）　

25　

小
峰
城
跡

（
寛
永
九
年
〔
一
六
三
二
〕）　

26　

立
教
館
跡
（
寛
政
三
年
〔
一
七
九
一
〕）　

27　

地
蔵
（
正
徳

五
年
〔
一
七
一
五
〕）　

28　

大
清
水
（
江
戸
時
代
）　

29　

道
標
（
嘉
永
四
年
〔
一
八
五
一
〕）

お
よ
そ
こ
れ
に
当
る
も
の
と
推
さ
れ
る
。
吉
田
東
伍
氏
の
『
大
日
本
地
名
辞
書⑥
』
は
、

こ
れ
を
白
河
郡
小
野
郷
と
し
、「
旗
宿
よ
り
中
野
・
番
下
・
社
川
の
辺
の
地
形
は
、
ま

さ
に
小
野
と
い
ふ
に
あ
た
れ
り
」
と
し
て
い
る
。
が
、「
歴
史
の
道・調
査
報
告
書
」
の

『
奥
州
道
中⑦
』
は
、そ
の
遺
跡
か
ら
み
て
「
旗
宿
」（
関
村
）
が
最
有
力
で
あ
る
と
す
る
。

か
の
白
河
関
跡
も
当
地
に
想
定
さ
れ
て
お
り
、
後
に
は
関
街
道
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
当
地
周
辺
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
を
と
ど
め
て
い
る
。「
転う

た
た
ね寝

の
森
」「
庄
司
戻

し
の
松
」「
金
売
吉
次
の
墓
」
や
「
宗
祇
戻
し
」
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る⑧
。

さ
て
右
の
『
二
荒
山
縁
起
』
に
お
け
る
有
宇
中
将
が
奥
州
に
入
っ
て
、
最
初
に
遭

遇
し
た
「
朝
日
の
里
」
は
、
ま
ず
は
こ
の
小
野
郷
が
当
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ま

た
小
野
の
猿
丸
大
夫
の
出
自
は
、
奥
州
・
朝
日
の
里
と
も
あ
れ
ば
、
当
地
が
ふ
さ
わ

し
い
と
推
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
―
し
か
し
こ
れ
は
第
二
部
の
叙
述
に
よ
る
も
の
で
、

そ
れ
を
前
段
の
一
部
の
叙
述
の
説
明
に
使
う
こ
と
の
矛
盾
は
別
稿
で
も
説
い
て
い
る

―
。
ま
た
日
光
の
山
菅
橋
か
ら
朝
日
の
里
へ
の
道
行
が
、
三
日
と
す
る
こ
と
も
、

一
応
、
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
旗
指
」
な
る
小
野
郷
を
「
朝
日
の

里
」
と
認
め
る
と
、
そ
の
後
の
叙
述
と
齟
齬
が
生
じ
て
し
ま
う
。
以
下
で
そ
れ
は
あ

げ
て
い
る
が
、
ま
ず
阿
武
隈
川
の
流
れ
が
、
小
野
郷
の
北
方
に
位
置
す
る
の
が
、
そ

の
後
の
叙
述
と
矛
盾
す
る
。
お
よ
そ
阿
武
隈
川
は
、
福
島
県
と
栃
木
県
の
県
境
、
那

須
山
地
の
三
本
槍
岳
の
山
麓
に
発
し
、
県
境
に
ほ
ぼ
並
行
し
て
東
流
、
や
が
て
白
河

市
街
を
過
ぎ
て
、
中
島
村
川
原
田
附
近
か
ら
北
に
転
じ
て
流
れ
る
。
し
た
が
っ
て
東
山

「福島県教育委員会『奥州道中』より転載」
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道
は
、
旗
指
か
ら
関
山
を
越
え
借
宿
の
北
で
阿
武
隈
川
を
渡
る
こ
と
に
な
る
。

―
な

お
、
白
河
明
神
か
ら
『
奥
州
道
中
』
に
よ
れ
ば
、
白
河
宿
田
町
で
川
を
渡
る

―⑨
。
し

か
し
、『
二
荒
山
神
社
』
の
叙
述
は
、「
朝
日
の
里
」
の
は
る
か
南
に
、
妻
去
川
な
る

阿
武
隈
川
の
流
れ
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
仮
名
本
（
日
光
二
荒
山
神
社
蔵
絵
巻
）
の
中
将
の
「
奥
州
入
り
」
の
叙
述
を

あ
げ
て
み
る
。

こ
れ
（
山
菅
）
を
橋
と
し
て
わ
た
り
給
ひ
、
一
夜
を
と
ゝ
ま
ら
せ
給
、
あ
け
ゝ

れ
は
又
馬
に
ま
か
せ
て
い
て
さ
せ
給
ふ
、

（　

絵　

）

か
く
て
も
と
の
こ
と
く
山
す
け
の
は
し
を
う
ち
わ
た
り
、
し
め
ち
か
原
の
あ

さ
露
に
、
た
ひ
の
た
も
と
を
ぬ
ら
し
つ
つ
、
那
須
の
し
の
は
ら
は
る
〳
〵
と
け

ふ
し
ら
川
の
関
こ
え
て
、
あ
さ
か
の
ぬ
ま
の
花
か
つ
み
、
か
つ
み
ぬ
か
た
に
旅

た
ち
て
、
三
日
と
申
に
、
さ
も
い
み
し
け
な
る
人
の
家
井
あ
る
所
に
、
つ
か
せ

給
、（
中
略
）
あ
さ
ひ
の
長
者
殿
と
て
、
み
ち
の
く
に
に
其
か
く
れ
ま
し
ま
さ
す

と
申
け
り
、

お
よ
そ
東
山
道
は
、
陸
奥
に
入
る
と
「
雄を

の野
・
松ま

つ

田だ

・
磐い

わ

瀬せ

・
葦あ

し

屋や

・
安
達
・
湯ゆ

ひ日
・

岑み
ね
こ
し越

・
伊
達
・
篤
借
」
と
続
く
。
仮
名
本
は
、
二
荒
山
・
山
菅
橋
か
ら
東
山
道
に
沿

い
な
が
ら
も
、
そ
の
宿
駅
名
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
歌
枕
を
尋
ね
て
「
標
茅
ヶ
原
」「
那

須
の
篠
原
」「
白
河
の
関
」「
安
積
の
沼
」
を
経
由
し
た
と
す
る
。
そ
の
「
朝
日
の
里
」

を
少
な
く
と
も
安
積
よ
り
も
北
方
に
位
置
づ
け
る
点
で
は
、
真
名
本
と
違
っ
て
、
そ

の
後
の
叙
述
と
齟
齬
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
二
荒
山
か
ら
朝
日
の
里
ま
で
の

道み
ち
の
り程

を
真
名
本
に
準
じ
て
「
三
日
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
真
名
本
と
は
違
っ

た
現
実
離
れ
の
矛
盾
を
冒
し
た
叙
述
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

次
に
今
度
は
、
有
宇
中
将
の
「
朝
日
の
里
」
か
ら
の
帰
り
の
道
行
、
つ
ま
り
〔
展

開
・
Ⅱ
〕
帰
郷
遍
歴
の
場
面
を
検
し
て
み
る
。
⑴
〔
朝
日
姫
の
教
示
〕
⑵
〔
妻
去
川

の
罹
病
〕
の
叙
述
で
あ
る
。
ま
ず
は
真
名
本
を
あ
げ
る
。

⑴　

中
将
宣
ケ
ル
、
吾
レ
ハ
二
親
御
坐
ト
雖
モ
、
御
門
ヨ
リ
勅
勘
ヲ
蒙
リ
、
故
ニ

都
ヲ
忍
ヒ
出
テ
、
此
国
マ
テ
降
リ
候
、
只
今
夢
ニ
母
上
ノ
見
ヘ
給
テ
、
汝
故
ニ

此
世
ニ
ハ
無
キ
身
ニ
成
ヌ
ト
宣
ナ
リ
、
上
洛
シ
テ
母
ノ
行
末
ヲ
聞
カ
ン
ト
、
暇

ヲ
乞
セ
給
ヘ
ハ
、
朝
日
ノ
君
宣
ケ
ル
ハ
、
佐
ニ
ハ
何
カ
程
共
、
人
ヲ
引
キ
具
シ

給
ウ
ヘ
キ
ト
仰
ケ
レ
ハ
、
中
将
都
ヨ
リ
降
シ
時
モ
青
鹿
毛
ト
云
馬
、
雲
上
ト
云

鷹
、
悪
駄
丸
ト
云
犬
、
是
計
ヲ
具
足
シ
テ
下
リ
候
キ
、
此
等
未
タ
絶
ヘ
ス
候
、

余
人
無
益
也
、
只
一
人
出
給
ケ
ル
、
朝
日
ノ
君
ハ
思
ノ
余
ニ
、
縹
ノ
帯
ノ
端
ヲ

結
ヒ
中
将
ニ
奉
給
、
中
将
モ
又
縹
ノ
帯
ノ
端
ヲ
結
ヒ
取
違
ヒ
テ
宣
ケ
ル
ハ
、
君

モ
吾
モ
身
失
歎
有
ラ
ン
時
ハ
、此
ノ
帯
ノ
結
目
解
ケ
ン
ト
契
リ
置
テ
ソ
出
給
フ
、

朝
日
ノ
君
ハ
中
将
ヲ
呼
ヒ
返
シ
宣
ケ
ル
ハ
、
此
国
ニ
ハ
不
思
議
之
事
侍
ヘ
リ
、

是
ヨ
リ
一
日
路
ノ
内
ニ
大
河
有
リ
、
名
ヲ
ハ
妻
去
河
と
云
リ
、
彼
河
水
ヲ
呑
ム

者
ハ
、
立
皈
リ
思
人
ニ
合
ワ
ス
ト
云
ナ
リ
、
相
構
テ
此
水
ヲ
呑
ム
ヘ
カ
ラ
ス
ト

仰
シ
ヲ
、
中
将
承
リ
候
ト
テ
出
給
ヘ
リ
、

⑵　

現
ニ
一
日
路
ヲ
行
テ
見
給
ヘ
ハ
、
誠
ニ
大
河
有
リ
、
彼
ノ
河
水
ヲ
見
ル
ヨ
リ
、

呑
思
ウ
心
侍
リ
シ
ニ
、
実
ヤ
此
河
水
ト
思
テ
打
渡
給
ウ
ニ
、
此
水
ヲ
呑
マ
ス
ン

ハ
命
モ
生
イ
へ
カ
ラ
ス
ト
覚
エ
シ
カ
ハ
、
力
モ
及
ハ
ス
、
馬
ヲ
引
返
シ
鞭
ノ
鋒

ニ
テ
結
ヒ
揚
テ
呑
給
テ
、
忽
ニ
身
ニ
心
労
ヲ
受
ケ
、
心
モ
心
ト
覚
エ
ス
、
馬
ヨ

リ
下
ツ
ヽ
彼
ノ
野
辺
ニ
五
日
カ
程
臥
給
。
少
シ
取
リ
直
シ
起
テ
見
給
ヘ
ハ
、
馬

ハ
側
ニ
立
ツ
、
犬
モ
鷹
モ
有
リ
、
馬
ニ
向
テ
仰
セ
ラ
ル
ヽ
ハ
、
跡
ヘ
返
ル
ヘ
シ

ト
モ
覚
エ
ス
、
又
上
洛
ス
ヘ
キ
ト
モ
覚
エ
ス
、
吾
カ
骸
ヲ
落
ス
ヘ
キ
所
ヘ
具
足

シ
テ
行
ケ
ヤ
ト
宣
ケ
レ
ハ
、
馬
モ
涙
ヲ
流
シ
立
チ
向
ウ
、
佐
リ
ト
テ
中
将
馬
ニ

乗
リ
給
テ
、
閑
ニ
歩
セ
給
シ
程
ニ
、
五
ヶ
日
ト
申
セ
ハ
布
陀
羅
山
ノ
麓
ニ
一
夜

留
リ
給
シ
所
ニ
行
ニ
ケ
ル
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
朝
日
の
姫
が
呑
め
ば
命
を
失
う
と
忠
告
し
た
妻
去
川
は
、
朝
日

の
里
か
ら
お
よ
そ
一
日
で
迹
る
所
に
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
中
将
は

そ
の
水
を
呑
み
、
病
に
倒
れ
る
。
し
か
し
伴
の
馬
・
鷹
・
犬
に
力
を
得
て
、
五
日
か
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か
っ
て
二
荒
山
の
山
菅
橋
の
許
に
着
い
た
と
い
う
。
さ
て
こ
の
場
面
を
仮
名
本
で
見

る
に
、
文
体
の
違
い
は
あ
る
が
、
そ
の
叙
述
に
大
き
な
違
い
は
見
出
さ
れ
な
い
。
朝

日
の
里
か
ら
「
つ
ま
さ
か
川
」
ま
で
の
道
の
り
も
、「
一
日
ゆ
き
て
大
河
あ
り
」
と
す

る
。
た
だ
し
、
そ
の
川
の
辺
り
で
五
日
ほ
ど
臥
し
た
と
す
る
叙
述
は
真
名
本
と
一
致

す
る
が
、
そ
こ
か
ら
日
光
山
へ
の
道
中
は
、「
さ
て
馬
に
向
て
仰
せ
け
る
は
、
我
命
な

か
ら
ふ
へ
し
と
も
お
ほ
え
す
、
い
つ
ち
へ
も
心
し
つ
か
な
ら
む
所
へ
と
く
〳
〵
具
足

せ
よ
と
仰
け
れ
は
、
た
ち
よ
り
の
せ
奉
て
、
は
し
め
一
夜
と
ゝ
ま
ら
せ
給
た
り
し
東

山
道
の
山
中
へ
い
れ
ま
い
ら
せ
ぬ
」
と
、
簡
略
な
叙
述
で
す
ま
せ
て
い
る
。

次
に
、
右
に
続
く
⑶
〔
朝
日
姫
の
跡
追
い
〕
を
あ
げ
て
み
る
。
こ
こ
で
は
、
真
名

本
・
仮
名
本
を
対
照
し
て
あ
げ
て
み
る
。

　
　
　
　

真
名
本

　
　
　
　

仮
名
本

　

又
雲
ノ
上
ト
云
ウ
鷹
ヲ
召
テ
、汝
ハ
同
シ

生
類
ト
ハ
雖
モ
、
余
リ
ニ
心
倍
ル
物
也
、
朝

日
ノ
君
ノ
御
所
ヘ
此
文
ヲ
進
ス
ヘ
シ
ト
、文

ヲ
鷹
ニ
ソ
取
ラ
セ
給
ケ
ル
、
一
首
此
ク
、

又
朝
日
の
君
へ
も
御
文
こ
ま
〳
〵
と
あ
そ

は
し
て
か
く
な
む

　

  

ち
き
り
き
し
つ
ま
さ
か
川
の
水
ゆ
へ
に

露
の
い
の
ち
と
な
り
に
け
る
か
な

　

  

契
来
之
妻
去
河
能
水
故
仁
露
能
命
土
成

ル
楚
悲
記

鷹
ハ
此
文
ヲ
加
テ
、東
路
ノ
方
ニ
向
テ
飛
ヒ

去
リ
ヌ
、中
将
ノ
御
許
ニ
ハ
犬
計
リ
ソ
留
リ

ケ
ル
、

と
あ
そ
は
し
て
、
鷹
に
む
か
ひ
て
の
給
ひ

け
る
は
、
馬
は
み
や
こ
へ
ゆ
き
ぬ
、
汝
こ

の
ふ
み
朝
日
の
君
に
た
て
ま
つ
れ
と
て
た

は
せ
給
、

　

朝
日
ノ
君
ハ
、中
将
ノ
結
ヒ
給
ヘ
ル
縹
ノ

帯
ノ
結
ヒ
目
ノ
解
ク
ヲ
見
テ
、歎
セ
給
テ
人

目
ヲ
忍
テ
、
中
将
ノ
跡
ヲ
行
セ
給
シ
程
ニ
、

七
日
ト
謂
ウ
、彼
ノ
妻
去
河
ノ
彼（

は
た
）汰

ニ
付
セ

給
ウ
、
樵キ

コ
リ夫

ノ
有
シ
雇
イ
、
此
河
ヲ
越
セ
給

ケ
リ
、
佐
ル
程
ニ
、
天
ニ
鈴
ノ
音
の
聞
シ
ヲ

御
覧
ス
レ
ハ
、
鷹
ハ
飛
ヒ
来
テ
、
朝
日
ノ
君

　

さ
る
程ほ

と

に
、朝
日
の
君
の
は
な
た
の
帯
と

け
た
り
け
る
程
に
、あ
や
し
み
て
夜
に
ま
き

れ
て
あ
く
か
れ
い
て
給
つ
ゝ
、
七
日
と
申

に
、
妻
離
川
に
つ
き
給
ひ
ぬ
、
い
つ
く
と
も

な
く
鷹
と
ひ
き
た
り
て
御
文
を
お
と
す
、中

将
殿
の
御
文
な
り
け
れ
は
、や
か
て
御
か
へ

し
あ
り
、

ノ
歎
セ
給
ウ
所
ヘ
、
結
ヘ
ル
文
ヲ
加
テ
進

ル
、
取
リ
上
ケ
御
覧
ス
レ
ハ
、
中
将
ノ
御
文

也
、
御
返
事
申
、
膚
ヨ
リ
筆
墨
ヲ
取
出
テ

ツ
ヽ
書
給
ヘ
リ
、

　

結
ヒ
置
キ
シ
縹
能
帯
越
知
辺

天

　

君
賀
跡
於
楚
尋
天
和
行
ク

　

  

む
す
ひ
を
き
し
は
な
た
の
帯
を
し
る
へ

に
て
わ
か
れ
し
君
を
尋
て
そ
ゆ
く

わ
れ
よ
り
さ
き
に
と
く
し
て
奉
れ
と
仰
け

れ
は
、
鷹
い
そ
き
と
ひ
か
へ
り
け
り
、

　
　
（
絵
）

若
シ
未
タ
中
将
死
給
ハ
ヌ
者
ナ
ラ
ハ
、此
文

ヲ
持
テ
進
ス
ヘ
シ
ト
仰
有
シ
カ
ハ
、鷹
文
ヲ

給
テ
飛
上
テ
去
ヌ
、

カラー地図。阿武隈高地、福島盆地など
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右
の
よ
う
に
、「
雲
の
上
」
と
い
う
鷹
が
介
在
す
る
中
将
と
朝
日
の
君
と
の
相
聞
歌

の
叙
述
で
あ
る
。
真
名
本
が
や
や
饒
舌
で
、
絵
を
有
す
る
仮
名
本
は
、
そ
れ
ゆ
え
に

簡
素
な
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
舞
台
は
、
悔
や
し
い
妻
去
河
（
つ
ま
さ
か
川
）
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
の
地
へ
の
道
の
り
は
、
馬
に
乗
っ
た
中
将
の
場
合
は
、
朝
日
の
里

か
ら
南
へ
僅
か
「
一
日
」
で
あ
っ
た
が
、徒か

ち歩
に
よ
る
朝
日
の
君
の
場
合
は
「
七
日
」

を
要
し
て
い
る
。
そ
の
位
置
は
、〔
奥
州
入
り
〕
で
は
矛
盾
を
含
ん
で
叙
さ
れ
て
い
た

が
、
少
な
く
と
も
仮
名
本
に
よ
る
と
、
安
積
の
沼
の
北
方
に
、
妻
去
河
な
る
阿
武
隈

川
が
あ
る
こ
と
と
な
る
。
先
に
検
し
た
よ
う
に
、
そ
の
阿
武
隈
川
は
、
陸
奥
へ
の
入

口
、
境
明
神
を
祀
る
白
河
の
関
の
北
方
で
、
流
れ
を
か
え
て
北
に
遡
上
し
て
ゆ
く
。

こ
れ
に
沿
っ
て
東
山
道
も
北
上
す
る
が
、
や
が
て
厚
樫
山
を
目
前
に
す
る
辺
り
で
、

阿
武
隈
川
は
東
へ
蛇
行
し
て
ゆ
く
。
そ
の
東
山
道
と
阿
武
隈
川
が
分
岐
す
る
と
こ
ろ

が
、
お
よ
そ
当
縁
起
が
叙
す
る
妻
去
川
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
れ
を
東
山
道
の
古
道
に

し
た
が
え
ば
、「
岑
越
」（
信
夫
山
の
別
名
、
越
の
浜
に
も
と
づ
く
）
を
越
え
た
「
伊
達
」

（
伊
達
郡
衙
の
桑
折
地
区
）
附
近
が
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
朝
日
の
里
は
、さ
ら
に

北
上
し
た
天
険
の
地
「
篤
借
」（
厚
樫
）
を
越
え
た
向
こ
う
に
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
推
さ
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
「
篤
借
」
は
、
奥
州
の
入
口
「
白
河
の
関
」

に
対
す
る
岩い

わ
し
ろ背

国
の
北
限
で
あ
る
。
そ
の
厚
樫
山
の
向
こ
う
は
、
い
わ
ゆ
る
異
郷
の

「
え
み
し
」
の
地
で
あ
る
。『
二
荒
山
縁
起
』
の
編
者
は
、
お
よ
そ
そ
の
地
に
朝
日
の

君
の
住
む
「
朝
日
の
里
」
を
想
定
し
て
い
た
に
ち
が
い
あ
る
ま
い
。

三
．
白
鳥
・
大
鷹
の
飛
翔
す
る
白
石
盆
地

さ
て
、
右
の
よ
う
に
、
鷹
狩
の
上
手
・
有
宇
中
将
が
、〔
展
開
・
Ⅰ
〕「
異
郷
訪
問
」

の
〔
奥
州
入
り
〕
に
お
い
て
紛
れ
込
ん
だ
「
朝
日
の
里
」
は
、
岩い

わ
し
ろ背

国
の
北
限
・
厚

樫
山
の
向
こ
う
に
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
厚
樫
山
の
峠
道
を
越
え
る
と
、
視
界
が
開
け
て
白

石
の
盆
地
が
飛
び
込
ん
で
く
る
。
東

山
道
の
「
柴
田
」
に
至
る
途
次
で
あ

る
。
そ
の
中
央
を
白
石
川
が
東
流
し

て
太
平
洋
の
直
前
で
阿
武
隈
川
に
合

す
る
。こ
の
白
石
川
に
北
か
ら
松
川
、

南
か
ら
斉
川
が
流
れ
込
む
。
そ
の
盆

地
の
西
北
に
は
蔵
王
の
霊
峰
が
望
ま

れ
、そ
の
前
山
な
る
青
麻
山
を
み
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
清
流
に
は
、
遥
か

な
る
昔
よ
り
白
鳥
の
飛
来
が
あ
り
、

そ
れ
を
追
う
大
鷹
が
集
ま
っ
て
い
た

と
推
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、

当
地
が
白
鳥
を
追
う
鷹
飼
た
ち
が
、

は
や
く
か
ら
活
動
し
た
鷹
狩
の
聖
地

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
二

荒
山
縁
起
」
の
有
宇
中
将
は
、
そ
の

象
徴
的
存
在
と
も
言
え
る
。
そ
し
て

そ
の
中
将
が
、
い
ち
早
く
心
を
寄
せ

た
朝
日
の
君
の
「
朝
日
の
里
」
は
、

こ
の
白
鳥
の
里
、
大
鷹
の
里
を
擬
す

る
も
の
と
推
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
白
鳥
の
里
の
中

心
は
、
今
も
白
鳥
の
飛
来
す
る
、
白

石
川
に
松
川
が
注
ぎ
込
む
合
流
地
、

蔵
王
町
の
「
宮
」
に
鎮
座
す
る
苅
田

嶺
神
社
に
求
め
ら
れ
る
。
白
鳥
大
明

曲竹・鍛冶沢より青麻山を望む 白石川の白鳥飛来地
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神
を
祭
神
と
す
る

が
、今
日
で
は
日
本

武
尊
を
宛
て
て
い

る
。
は
や
く
『
新

抄
格
勅
符
抄
』
の

引
く
大
同
元
年
牒

（
八
〇
六
）
に
「
刈

田
神　

二
戸
」
と

あ
り
、『
続
日
本
後

記
』
承
和
十
一
年

（
八
四
四
）
八
月
十
七
日
の
条
に
「
奉
レ

授
陸
奥
国
無
位
勲
九
等
刈
田
嶺
神

（
中
略
）
並
従
五
位
下
、
縁
レ
有
二
霊

験
一
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、同
書
嘉
祥

元
年
（
八
四
八
）
五
月
一
三
日
の
条
に

は
、「
刈
田
嶺
名
神
五
位
下
」
と
あ
る
。

ま
た
『
三
代
実
録
』
貞
観
十
一
年

（
八
六
九
）
二
月
八
日
の
条
に
は
「
従

四
位
下
」
の
授
け
ら
れ
た
由
が
記
さ

れ
て
い
る
。
し
か
も
「
延
喜
式
」
神

名
帳
に
は
、

　

苅カ
ム
タ
ノ田

郡
一
坐
大　

苅カ
ム
タ田

嶺ミ
ネ

神
社
名
神
大　

と
あ
り
、
式
内
社
に
封
じ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
苅
田
嶺
神
社
は
、は
や
く
は
現
在
の
社
殿
の
西
北
に
そ
び
え
る
青
麻
山
（
釈

迦
岳
と
も
称
す
。
海
抜
七
九
九
米
）
に
祀
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
に
そ
の
南
麓
の
西
山

（
字
内
山
）
に
若
宮
が
創
建
さ
れ
、
や
が
て
山
頂
の
刈
田
嶺
神
社
の
神
霊
を
若
宮
に
お

移
し
申
し
て
祭
祀
が
営
ま
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
永
正
年
間
（
一
五
〇
四
〜
一
五
二
一
）

に
西
山
か
ら
現
在
の
宮
地
区
に
移
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る⑩
。

こ
の
宮
地
区
の
苅
田
嶺
神
社
（
白
鳥
神
社
）
を
中
心
に
、そ
の
白
石
川
お
よ
び
支
流

に
沿
っ
て
幾
つ
か
の
白
鳥
神
社
が
鎮
座
す
る
。
勿
論
そ
れ
は
、
当
地
域
の
白
鳥
の
飛

来
と
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
当
社
を
含
め
て
、
そ
れ
を
あ
げ
て
み
る
。

白
石
市
（
越
河
村
）
五
智
・
中
郷
良
の
白
鳥
神
社
。
白
石
川
の
支
流
・
斉
川
の
水

源
地
に
祀
ら
れ
る
。
越
河
地
区
刈
田
郡
の
南
端
、
東
山
道
の
「
篤
借
」
と
接

す
る
。
日
本
武
尊
が
東
征
の
折
、
湖
沼
だ
っ
た
越
河
を
舟
に
乗
っ
て
こ
ら
れ

て
、
当
地
で
身
を
暖
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
当
地
に
身み

あ
た
り暖

明
神
を
祀
り
、
湖

沼
に
白
鳥
の
大
群
が
飛
ん
で
き
て
尊
を
迎
え
た
の
で
、
白
鳥
神
社
を
奉
祠
し

た
と
い
う⑪
。

白
石
市
（
斉
川
村
）
平
・
明
神
山
の
白
鳥
神
社
。
右
の
身
暖
明
神
の
斉
川
対
岸
に

祀
ら
れ
る
。
日
本
武
尊
が
舟
に
乗
っ
て
当
地
に
上
陸
し
た
の
で
舟
ヶ
崎
明
神

と
も
称
さ
れ
て
い
る⑫
。

白
石
市
（
深
谷
村
）
宮
林
の
白
鳥
神
社
。
元
は
本
山
神
社
と
も
称
さ
れ
た
が
、後

に
あ
げ
る
白
鳥
伝
説
（
児
捨
川
・
長
袋
の
由
来
）
と
か
か
わ
る
と
し
て
、
日
本

武
尊
を
祭
神
と
し
て
祀
る⑬
。

蔵
王
町
宮
・
馬
場
の
刈
田
嶺
神
社
（
現
在
は
、
白
石
川
の
支
流
に
松
川
の
注
ぎ
込
む
東

岸
に
祀
ら
れ
て
い
る
。）
祭
神
は
日
本
武
尊
、
白
鳥
大
明
神
を
祀
る
と
さ
れ
る⑭
。

大
河
原
町
金
ヶ
崎
・
大
高
山
神
社
。
金
ヶ
瀬
の
西
端
、
刈
田
郡
境
に
近
く
、
東

流
す
る
白
石
川
左
岸
の
丘
陵
先
端
に
あ
る
。
大
鷹
宮
と
も
称
さ
れ
る
。
近
年

は
白
鳥
を
祀
る
と
し
て
日
本
武
尊
を
祭
神
と
す
る
。
元
は
当
地
の
北
、一
・
五

粁
ほ
ど
の
旧
平
村
台
山
に
鎮
座
、
元
禄
三
年
〔
一
六
九
〇
〕
に
社
前
の
尾
鷹

の
地
に
移
転
、
さ
ら
に
大
正
三
年
〔
一
九
一
四
〕
当
地
に
遷
宮
し
て
今
日
に

至
る⑮
。
由
緒
に
つ
い
て
は
後
述
。

村
田
町
・
七
小
路
の
白
鳥
神
社
。
村
田
町
は
大
河
原
町
に
東
隣
す
る
が
、
東
流

刈田嶺神社の白鳥古碑群

宮地区の刈田嶺神社
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す
る
白
石
川
の
支
流
、荒
川
左
岸
の
相
山
丘
陵
の
小
高
い
丘
の
南
面
に
祀
る
。

祭
神
は
日
本
武
尊⑯
。

柴
田
町
船
岡
・
内
小
路
の
白
鳥
神
社
。
東
流
す
る
白
石
川
が
阿
武
隈
川
に
合
流

す
る
直
前
、
そ
の
南
岸
に
祀
ら
れ
る
。
祭
神
は
日
本
武
尊
で
あ
る⑰
。

い
ず
れ
も
古
く
か
ら
白
鳥
の
飛
来
す
る
地
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
信
仰
の
対
象
に

な
っ
た
も
の
と
推
さ
れ
る
。

一
方
、
当
地
に
お
け
る
鷹
の
生
息
と
そ
の
信
仰
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
地
図
を
広

げ
て
目
に
つ
く
の
は
、
白
石
盆
地
の
東
南
に
あ
る
「
大
鷹
澤
村
」
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
村
名
は
、
明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
の
実
施
の
際
に
、
大
町
村
・
三
澤
村
・
鷹

巣
村
の
三
ヶ
村
を
も
っ
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
鷹
巣
村
は
、
白
石
川
・

斉
川
の
東
側
に
の
ぞ
ま
れ
る
丘
陵
地
帯
に
あ
る
。
そ
の
地
域
内
は
古
墳
時
代
の
多
く

の
円
墳
や
前
方
後
円
墳
が
見
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
丘
陵
南
側
山
麓
は
早
く
に
集
落

が
開
か
れ
た
と
推
さ
れ
て
い
る⑱
。
そ
し
て
、
そ
の
「
鷹
巣
」
の
地
名
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
鷹
の
棲
息
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
鷹
狩
に
用
い
る
鷹
の
育
成
が
期

待
さ
れ
て
い
た
土
地
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論
そ
の
鷹
の
子
を
い
か

に
育
成
し
、
い
か
な
る
鷹
狩
に
用
い
た
か
な
ど
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の

地
名
は
、
古
く
よ
り
当
地
が
鷹
飼
の
人
々
の
活
動
す
る
鷹
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
定

さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
鷹
巣
」
か
ら
ほ
ど
遠
か
ら
ざ
る
地
に
、
大
鷹
を

祭
神
と
す
る
大
高
神
社
（
大
鷹
宮
）
が
鎮
座
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
こ
で
当
地
「
鷹
巣
」
の
北
方
に
東
流
す
る
北
岸
の
金
ヶ
瀬
に
鎮
座
す
る
大
高
山

神
社
を
改
め
て
あ
げ
て
み
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
大
高
山
神
社
は
、
先
に
ふ
れ
た
ご
と

く
、
か
つ
て
は
当
社
の
東
北
方
の
小
丘
陵
、
旧
平
村
の
「
台
ノ
山
」
に
存
し
た⑲
。
昭

和
五
五
年
の
宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
書
「
台だ

い

ノ
山や

ま

遺
跡⑳
」
に
よ
る
と
、
縄
文
・
弥

生
・
古
墳
の
各
時
代
に
、
そ
の
遺
跡
が
重
複
し
て
存
し
、
一
部
平
安
時
代
の
住
居
跡

も
見
出
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
当
大
高
山
神
社
は
、
そ
の
よ
う
な
遺
跡
の
上
に
祀
ら

れ
て
き
た
。
当
社
は
は
や
く
『
続
日
本
後
記
』
承
和
九
年
〔
八
四
二
〕
の
条
に
「
大

高
山
」
と
見
え
、
従
五
位
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
三
代
実
録
』
貞
観
十
一
年

〔
八
六
九
〕
三
月
一
二
日
の
条
に
は
、「
従
五
位
上
」
に
あ
ず
か
っ
た
由
が
見
え
る
。

し
か
も
『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
は
、

　

柴シ
ハ

田タ

郡
一
座
大　

大オ
ホ
タ
カ高

山
神
社
名
神
大

と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
鷹
山
神
社
と
も
称
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
式
内
社
時
代
に

ま
で
遡
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
鎌
倉
時
代
に
は
確
か
に
「
大
鷹
宮
」
と

称
さ
れ
て
い
る㉑
。
そ
の
台
の
山
の
近
く
に
は
、「
馬
取
沼
」
や
「
御
誓
沼
」
が
あ
り
、

後
に
移
住
し
た
社
前
の
地
は
「
尾
鷹
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る㉒
。
白
鳥
を
追
う
「
大
鷹
」

を
祀
っ
た
聖
地
で
あ
っ
た
と
推
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
そ
の
神
主
は
、
代
々
、
大
鷹
氏

を
名
告
っ
て
い
る㉓
。
古
く
「
大
鷹
」
を
祀
る
神
社
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か

し
、
隣
接
す
る
苅
田
嶺
神
社
と
の
関
係
も
深
く
、
そ
の
白
鳥
伝
説
の
流
布
の
な
か
で
、 大高山神社・鷹巣を中心にしたもの。
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今
日
は
日
本
武
尊
を
祭
神
と
す
る
。

こ
れ
は
谷
川
健
一
氏
が「
鷹
と
白
鳥
」

と
し
て
説
か
れ
る㉔
ご
と
く
、
元
来
、

白
鳥
を
祀
る
苅
田
嶺
神
社
と
セ
ッ
ト

を
な
し
て
、
大
鷹
を
祀
っ
て
き
た
も

の
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、

当
地
方
が
白
鳥
を
追
う
鷹
飼
の
集
う

鷹
場
で
あ
っ
た
こ
と
に
応
ず
る
も
の

で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
大
高
山
神
社
・
苅

田
嶺
神
社
を
祀
る
白
石
川
流
域
が
鷹

場
と
し
て
世
に
知
ら
れ
る
の
は
、
そ

う
古
く
は
な
い
。今
あ
げ
て
い
る「
二

荒
山
縁
起
」
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、

鎌
倉
時
代
ま
で
遡
る
は
ず
で
あ
る

が
、
そ
の
具
体
的
資
料
は
、
戦
国
時

代
に
ま
で
下
る
。
そ
れ
は
山
名
隆
弘

氏
が
「
伊
達
政
宗
の
鷹
と
鷹
狩㉕
」
に

あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
政

宗
は
国
元
に
お
け
る
鷹
場
と
し
て
は

「
白
石
よ
り
仙
台
へ
の
道
通
」に
あ
っ

た
と
い
う
。
ま
た
そ
の
「
道
通
」
で

も
、
白
鳥
は
白
石
で
は
鉄
砲
で
打
た

ず
鷹
で
合
わ
せ
よ
と
命
じ
て
い
る
。

そ
れ
は
寛
永
二
年
〔
一
六
二
五
〕
五

月
吉
日
付
の
書
状
に
よ
る
も
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
慶
長
十
三
年
〔
一
六
〇
八
〕
付
の
書
状
に
よ
る
と
、
白
鳥
は

念
を
入
れ
て
と
ら
え
る
こ
と
、
近
ご
ろ
苅
田
・
柴
田
の
白
鳥
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

か
ら
、「
鳥
の
法
度
」
を
出
し
て
策
を
講
じ
よ
と
命
じ
て
い
る
。
ま
た
、
政
宗
の
重

臣
・
片
倉
小
十
郎
景
綱
に
始
ま
る
白
石
藩
も
、
当
地
域
を
鷹
場
と
し
て
し
ば
し
ば
鷹

狩
を
試
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
片
倉
代
々
記㉖
』
に
よ
る
と
、
五
代
藩

主
・
村
休
は
、
享
保
二
年
〔
一
七
一
七
〕
三
月
廿
日
、
白
石
川
の
支
流
・
斉
川
に
お

い
て
鷭バ

ン

の
鷹
狩
を
催
し
て
い
る
。
ま
た
六
代
藩
主
・
村
信
（
宮
床
伊
達
家
当
主
）
は
、

享
保
九
年
〔
一
七
二
四
〕
四
月
廿
一
日
、
白
石
を
通
る
時
に
宮
駅
に
休
息
、「
白
石
河

原
よ
り
鶉
御
鷹
野
」
を
営
ま
せ
て
い
る
。
僅
か
な
記
録
で
、
そ
の
実
態
は
詳
し
く
は

知
り
得
な
い
が
、
白
鳥
を
追
う
鷹
狩
は
催
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

れ
は
、政
宗
が
や
が
て
当
地
域
の
白
鳥
を
禁
鳥
と
す
る
施
政
を
と
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
大
高
山
神
社
は
、
柴
田
郡
の
総
鎮
守
で
あ
り
、
そ
の
氏
子
は
白
鳥

を
食
さ
な
い
習
俗
に
し
た
が
っ
た
の
で
あ
る
。
同
郡
村
田
町
の
白
鳥
神
社
、
同
柴
田

町
の
白
鳥
神
社
の
氏
子
も
こ
の
戒
め
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
現
在
、
当
大
高
山
神
社

は
、
苅
田
嶺
神
社
に
準
じ
て
白
鳥
を
祀
り
日
本
武
尊
を
祭
神
と
決
し
て
い
る
。
つ
ま

り
こ
れ
に
よ
っ
て
当
社
は
鷹
を
祀
る
意
義
を
忘
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
推
さ

れ
る
。

四
．
白
石
川
の
白
鳥
伝
説

そ
も
そ
も
白
鳥
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
高
貴
な
御
魂
の
憑
り
つ
く
も
の
と
観

じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
鎮タ

マ
フ
リ魂

の
祭
の
頃
ほ
い
、
そ
の
御
魂
が
憑
く
白
鳥
を

追
う
放
鷹
の
わ
ざ
は
、
聖
な
る
「
魂
ま
ぎ
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
端
的

に
叙
し
た
の
が
記
・
紀
に
お
け
る
も
の
言
は
ぬ
挙
津
別
皇
子
の
魂
ま
ぎ
説
話
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
大
鷹
に
よ
っ
て
白
鳥
（
鵠く

ぐ
い）
を
追
い
、
そ
の
生
命
が
再
生
し
た
こ
と
を

語
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
「
魂
ま
ぎ
」
の
「
鷹
の
あ
そ
び
」
は
、
古
代
社

現大高山神社神殿（金ヶ瀬町神山） 大高山神社旧社地跡（旧平村尾鷹）



一
〇

10

会
に
お
い
て
は
、
上
ご
一
人
（
天
皇
）
に
限
定
さ
れ
、
こ
れ
に
準
じ
た
上
流
貴
族
に
の

み
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。（
が
、
や
が
て
そ
れ
は
、
平
安
時
代
の
軍
事
貴
族
に
も
導
入

さ
れ
る
に
至
り
、戦
国
武
将
の
鷹
狩
に
も
及
ん
だ
の
で
あ
る
）
本
稿
の
「
二
荒
山
縁
起
」
に

お
け
る
有
宇
中
将
の
「
奥
州
入
り
」
も
そ
れ
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
勅
勘
を
得

て
、
鷹
を
据
え
て
の
そ
れ
は
、
そ
こ
に
自
ら
の
魂
の
再
生
を
求
め
て
の
旅
で
あ
っ
た
。

そ
の
再
生
の
地
こ
そ
こ
の
白
石
川
周
縁
の
鷹
野
・
鷹
場
で
あ
っ
た
と
推
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
白
鳥
の
里
な
る
鷹
場
は
、
御
魂
の
再
生
が
期
さ
れ
る
ハ
レ
な
る

空
間
と
観
じ
ら
れ
る
が
、
殺
生
を
戒
め
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
ケ
ガ
レ
の
そ
れ
で
も

あ
っ
た
。
つ
ま
り
そ
こ
は
鎮タ

マ
シ
ズ
メ魂が

求
め
ら
れ
る
霊
地
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
鷹
場
の
複

合
す
る
事
例
を
わ
た
く
し
は
、
河
内
の
交
野
（
桓
武
天
皇
）、
摂
津
の
為
奈
野
（
多
田
満

仲
）、
信
州
の
滋
野
（
祢
津
貞
直
）
な
ど
で
検
し
て
き
た㉗
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
聖
地
に

は
、
そ
の
ケ
ガ
レ
か
ら
発
す
る
痛
ま
し
い
魂
の
白
鳥
伝
説
の
多
く
が
み
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
今
検
し
て
い
る
奥
州
の
鷹
場
、
白
石
川
の
周
縁
に
も
、
そ
の
伝
承
が
少
な
か

ら
ず
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
幾
つ
か
を
あ
げ
て
み
る
。

①
児
捨
川
の
由
来

お
よ
そ
享
保
四
年
〔
一
七
一
九
〕
刊
の
『
奥
羽
観
蹟
聞
老
志㉘
』
巻
四
〈
名
蹟
類
〉

の
項
に
は
、
次
の
よ
う
な
伝
承
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
は
書
き
下
し
文
に
し
て
あ

げ
る
。

児コ

捨ス
テ

川カ
ハ

　

  

宮
ノ
駅
ヲ
去
ル
コ
ト
六
七
町
、
小
川
有
リ
、
是
乃
チ
往
昔
乳
母
用
明
帝
ノ
皇
子

ヲ
投
グ
ル
ノ
地
、
即
チ
白
鳥
ト
化
セ
ル
ノ
河
流
ナ
リ
、
郷
人
之
ヲ
児
捨
川
ト
謂

フ
事
ハ
、
柴
田
大
高
ノ
下
ニ
詳
シ
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
同
書
の
巻
四
の
柴
田
郡
「
大お

お

高た
か
ノ
宮
或
作
二
大
鷹
一
」
の
項
を
み

る
と
、「
縁
起
曰
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
伝
承
を
掲
げ
て
い
る
。
以
下
、
要
約
を
あ

げ
る
。

お
よ
そ
欽
明
天
皇
第
四
皇
子
橘
豊
日
ノ
尊
（
す
な
わ
ち
用
明
天
皇
）
が
王
位
に
着

か
れ
る
以
前
、
租
税
の
徴
収
状
況
を
調
べ
る
た
め
、
都
を
出
て
東
国
に
赴
く
途

次
、
当
国
の
山
中
の
家
に
寓
居
さ
れ
た
。
た
ま
た
ま
そ
の
家
に
玉
倚
妃
と
称
す

る
娘
が
い
て
皇
子
と
契
り
を
結
ぶ
。
妃
が
皇
子
に
語
っ
て
い
う
に
は
、
一
夜
、

白
鳥
が
や
っ
て
き
て
懐
ろ
に
入
る
夢
を
見
る
と
子
を
孕
ん
だ
と
い
う
。
や
が
て

玉
の
よ
う
な
児
を
生
み
、
皇
子
も
こ
れ
を
深
く
い
と
お
し
み
な
さ
っ
た
。
し
か

し
勅
命
に
よ
り
皇
子
は
帰
京
す
る
こ
と
に
な
り
、
必
ず
児
を
迎
え
に
再
び
訪
ね

る
こ
と
を
言
い
残
し
て
去
っ
て
ゆ
か
れ
た
。
し
か
し
三
年
経
過
し
て
も
皇
子
か

ら
の
便
り
は
な
く
、
妃
は
皇
子
を
待
ち
焦
が
れ
て
、
遂
に
病
に
伏
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
姫
の
看
病
を
し
て
い
た
乳
母
が
、
そ
の
幼
児
を
抱
い
て
近
く
の
河
畔

に
立
ち
、
涙
な
が
ら
に
、「
母
君
は
父
宮
を
恋
い
慕
っ
て
、
今
に
も
命
を
殞
そ
う

と
さ
れ
て
い
る
。あ
な
た
は
神
明
の
化
し
た
身
で
あ
る
か
ら
、母
君
の
死
に
代
っ

て
御
両
親
の
再
会
の
志
を
遂
げ
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
幼
児
を
水
中

に
投
げ
入
れ
た
。
す
る
と
幼
児
は
白
鳥
と
化
し
て
飛
び
去
っ
た
。
妃
は
そ
れ
か

ら
間
も
な
く
亡
く
な
り
、
乳
母
も
悶
絶
し
て
死
ん
で
い
っ
た
。
里
人
は
こ
れ
を

村
の
近
く
の
山
丘
に
葬
り
、
そ
こ
に
樹
を
植
え
て
祀
っ
た
。
そ
の
後
、
そ
の
樹

上
に
白
鳥
が
や
っ
て
来
て
、
日
夜
激
し
く
鳴
く
よ
う
に
な
っ
た
。
里
人
は
京
の

皇
子
の
許
に
こ
の
旨
を
知
ら
せ
る
と
、
深
く
悲
し
ま
れ
て
侍
臣
を
遣
わ
し
て
、

天
旗
・
雄
剣
・
龍
蹄
・
戎
具
・
楽
器
な
ど
を
届
け
ら
れ
た
。
侍
臣
が
こ
れ
を
持

参
し
て
妃
の
陵
墓
を
訪
ね
、
皇
子
の
天
意
を
述
べ
る
と
、
そ
の
言
葉
が
言
い
終

わ
ら
な
い
う
ち
に
白
鳥
（
あ
る
い
は
白
鷹
）
が
陵
墓
の
上
に
飛
び
あ
が
り
、
空
中

を
さ
し
て
去
っ
て
行
っ
た
。
侍
臣
が
こ
の
こ
と
を
皇
子
に
奏
す
る
と
、
当
地
に

白
鷹
社
を
建
立
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
侍
臣
は
重
ね
て
玉
机
・
宝
鏡
・
筆

硯
・
楽
器
・
袍
袴
を
も
っ
て
当
地
に
遣
わ
さ
れ
た
。
こ
れ
を
号
し
て
大
鷹
宮
と

曰
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
用
明
天
皇
の
東
下
り
を
語
る
伝
承
は
、
豊
後
の
「
炭
焼
長
者
」
に
も
と
づ
く
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「
真
野
長
者
物
語
」（
幸
若
舞
曲
・
説
経
節
『
烏
帽
子
折
』）
に
沿
っ
た
「
大
高
山
（
大
鷹

宮
）
縁
起㉙
」
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
物
語
が
奥
浄
瑠
璃
な
ど
を
通
し
て
奥
州
各
地
に

伝
承
さ
れ
た
こ
と
は
、
は
や
く
に
説
か
れ
て
い
る㉚
。
ち
な
み
に
、「
奥
羽
観
蹟
聞
老

志
」
は
、
右
の
「
大
高
宮
縁
起
」
に
続
け
て
、
同
所
の
金
瀬
の
市
人
・
総
兵
衛
の
伝

襲
す
る
「
玉
箇
一
管
」
の
由
来
を
あ
げ
る㉛
。
す
な
わ
ち
「
世
称
ス
、
用
明
帝
少
時
、

豊
後
国
眞マ

野ノ

長ノ

一
女
玉
世
姫
ヲ
得
ン
ト
欲
ス
、
仍
テ
姓
名
ヲ
変
シ
山
路
ト
号
シ
彼
家

ノ
牧
奴
ト
為
ル
、
常
好
テ
笛
ヲ
弄
ス
、
我
州
人
以
テ
東
奥
刈
田
大
高
ノ
故
事
ト
為
ス
」

と
叙
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
も
ま
た
真
野
長
者
物
語
に
準
じ
た
当
地

の
玉
笛
伝
説
で
あ
る
。
こ
れ
を
あ
げ
た
編
者
は
、「
用
明
本
紀
両
ラ
ヒ
テ
所
見
ナ
シ
」

と
、
そ
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

右
の
ご
と
く
、
そ
の
「
大
高
山
縁
起
」
は
、
用
明
天
皇
の
皇
子
が
、
川
に
捨
て
ら

れ
て
白
鳥
と
化
し
、母
の
妃
の
葬
ら
れ
る
陵
墓
に
舞
い
降
り
た
と
す
る
哀
話
を
語
り
、

そ
の
妃
の
鎮
ま
る
陵
墓
が
大
鷹
宮
と
な
っ
た
と
伝
え
る
。
元
来
、
大
高
山
神
社
は
、

白
鳥
を
求
め
る
大
鷹
を
祀
る
霊
所
で
あ
っ
た
と
推
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
叙
述
は
、
伝

承
の
大
き
な
屈
折
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
安
永
の
風
土
記32
」
書
き
出
し
に
は
、
当
社

は
「
大
高
宮
白
鳥
大
明
神
社
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、右
の
縁
起
と
は
や
や
違
っ
た
児
捨
川
伝
説
が
、先
の
『
刈
田
郡
志
』
第
十
三

章
の
「
史
蹟
・
名
勝
・
伝
説
・
古
碑
」
の
項
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
そ
れ

は
、
宮
地
区
の
苅
田
嶺
神
社
の
縁
起
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る33
。

日
本
武
尊
東
征
の
砌
、
金
ヶ
瀬
村
小
豆
坂
の
士
族
万
納
長
者
の
家
に
暫
く
御

逗
留
あ
り
。
尊
の
帰
京
後
、
長
者
の
姫
一
子
を
挙
ぐ
。
其
の
子
を
見
る
に
つ
け

て
も
都
の
空
な
つ
か
し
く
、
只
都
よ
り
の
便
の
来
ら
ん
日
を
待
ち
こ
が
れ
た
る

が
、
遂
に
其
の
来
る
べ
く
も
非
ず
、「
わ
れ
死
な
ば
二
羽
の
白
鳥
と
化
し
て
必
ず

大
和
の
空
に
飛
び
ゆ
く
べ
し
」
と
遺
言
し
て
流
れ
に
投
じ
て
死
せ
り
。
果
せ
る

か
な
、
二
羽
の
白
鳥
が
水
面
よ
り
飛
び
立
ち
、
宮
の
西
山
に
留
り
、
後
南
の
空

に
姿
を
消
し
た
り
。
村
人
姫
の
薄
命
を
悲
し
み
、
流
れ
を
児
捨
川
と
名
づ
け
、

且
つ
白
鳥
を
祭
神
と
し
て
尊
及
び
母
子
の
霊
を
祀
り
白
鳥
社
を
建
立
せ
り
。
其

の
大
苅
田
山
に
祀
り
し
を
父
宮
と
称
し
、
王
子
を
ば
西
山
に
祀
り
、
之
を
子
の

宮
、
又
は
西
の
宮
と
称
せ
り
。

こ
れ
で
は
、
当
地
に
来
訪
さ
れ
た
方
は
、
日
本
武
尊
ご
自
身
と
し
て
い
る
。
そ
れ

は
祭
神
を
日
本
武
尊
と
す
る
宮
地
区
の
苅
田
嶺
神
社
の
縁
起
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
に
は
、「
大
鷹
」
の
モ
チ
ー
フ
は
も
は
や
う
か
が
え

な
い
。
妃
の
出
自
の
万
納
長
者
は
や
は
り
「
真
野
長
者
」
の
影
響
と
言
え
る
。
そ
の

長
者
の
家
は
、「
小
豆
坂
」
と
限
定
す
る
が
、
そ
れ
が
、
現
大
高
山
神
社
附
近
の
自
然

の
景
に
も
と
ず
く
こ
と
は
後
に
あ
げ
る
。
し
か
も
こ
れ
で
は
姫
の
名
は
言
わ
ず
、
簡

潔
な
叙
述
と
な
っ
て
い
る
が
、
二
人
と
も
ど
も
の
入
水
は
、
い
ち
だ
ん
と
痛
ま
し
い
。

し
か
も
「
子
捨
川
」
の
「
子
捨
」
の
モ
チ
ー
フ
の
意
義
は
い
さ
さ
か
後
退
し
て
い
る 白鳥伝説地図
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と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
白
鳥
を
祭
神
と
し
て
、
尊
、
母
、
子
を
祀
っ
た
と
す
る
白
鳥

神
社
は
、現
在
の
宮
地
に
お
け
る
苅
田
嶺
神
社
の
信
仰
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
。

父
宮
の
祀
っ
た
と
す
る
大
苅
田
山
は
、
青
麻
山
（
釈
迦
岳
）
の
謂
い
で
、
か
つ
て
本
宮

の
意
義
を
有
し
て
い
た
。
王
子
を
祀
る
と
す
る
西
山
は
、
青
麻
山
の
南
麓
、
宮
地
区

の
西
方
（
字
内
方
）
に
あ
り
、青
麻
山
の
本
宮
に
対
す
る
里
宮
の
意
義
を
有
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
祭
祀
地
の
移
転
に
も
と
づ
く
叙
述
で
い
さ
さ
か
矛
盾
が
あ
る
。
ち
な
み

に
宮
地
区
の
苅
田
嶺
神
社
は
、
白
鳥
と
化
し
た
用
明
天
皇
の
后
妃
を
祀
る
所
と
す
る

伝
承
も
存
す
る34
。
右
の
叙
述
に
は
、
現
在
の
苅
田
嶺
神
社
の
信
仰
に
沿
っ
た
改
作
の

跡
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
に
準
じ
た
「
児
捨
川
由
来
」
は
、
苅
田
嶺
神
社
の
神
主
に
よ
る
「
山

家
氏
神
職
之
記
」（
江
戸
中
期
書
写
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
が
、
こ
れ
は
、
苅
田

嶺
神
社
の
元
若
宮
の
縁
起
と
し
て
叙
さ
れ
て
い
る35
。

②
長
袋
村
の
由
来

先
に
あ
げ
た
『
奥
羽
観
蹟
聞
老
志
』
に
は
、
同
じ
巻
四
〈
名
蹟
類
〉
の
項
に
、
次

の
よ
う
な
伝
承
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

投ナ
ケ

囊フ
ク
ロ

邑ム
ラ

郷
人
之
ヲ
長
袋
村
ト
曰
フ
。
投
囊
長
袋
相
近
シ
也
。
故
ニ
之
ヲ
誤
リ
呼
フ
也
、

此
村
落
也
縁
竹
ヲ
産
ス
地
、
是
亦
用
明
帝
ノ
后
妃
、
徒
歩
疲
労
之
余
、
裹
ム
所

之

糧
ヲ
投
ス
、
乃
之
ヲ
投
囊
ト
云
、

右
に
あ
げ
る
字
長
袋
は
、
旧
福
岡
村
に
あ
り
、
児
捨
川
の
南
方
、
白
石
川
の
西
方

に
あ
る
集
落
で
あ
る
。
ち
な
み
に
児
捨
川
は
、
長
袋
村
の
東
北
に
お
い
て
白
石
川
に

流
れ
込
む
。
ま
た
字
深
谷
は
、
同
じ
く
旧
福
岡
村
に
属
し
、
児
捨
川
の
北
方
、
白
石

川
の
西
方
に
あ
る
集
落
で
あ
る
。
こ
の
用
明
天
皇
の
后
妃
に
か
か
わ
る
長
袋
伝
説
に

つ
い
て
は
、
先
の
『
刈
田
郡
志
』
第
十
三
章
〈
史
蹟
・
名
勝
・
伝
説
・
古
碑
〉
の
項

に
は
、
次
の
よ
う
な
伝
承
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

用
明
帝
、
小
豆
坂
の
土
豪
万
納
長
者
の
家
に
密
か
に
御
降
り
あ
り
暫
く
御
滞

在
あ
ら
せ
ら
れ
し
が
、
御
帰
京
の
際
、
長
者
の
姫
君
を
伴
ひ
給
ひ
た
り
、
姫
越

河
に
て
玉
の
如
き
子
を
産
む
。
依
っ
て
こ
の
地
に
て
惜
し
き
別
を
告
げ
、
帝
は

京
に
、
姫
は
子
を
背
負
い
肩
に
袋
を
か
け
、
小
豆
坂
へ
と
急
ぎ
た
る
が
、
姫
は

既
に
小
豆
坂
も
近
け
れ
ば
、
袋
の
用
も
無
け
れ
ば
と
て
、
之
を
川
に
投
じ
た
り
。

之
よ
り
こ
の
地
を
投
囊
と
云
ひ
し
を
、
何
時
の
頃
よ
り
か
長
袋
と
変
ず
る
に
至

れ
る
と
。

軅
て
長
袋
中
野
村
に
於
て
姫
は
最
後
の
添
乳
を
な
し
、
其
の
子
を
流
れ
に
投

じ
、「
汝
心
あ
ら
ば
白
鳥
と
化
し
て
飛
び
立
つ
べ
し
」
と
。
既
に
し
て
白
鳥
飛
び

立
ち
何
れ
と
も
な
く
姿
を
消
し
た
り
。
之
よ
り
姫
の
立
た
れ
し
橋
を
姿
見
橋
と

称
し
、
白
鳥
の
姿
の
消
え
し
方
を
鳥
越
（
深
谷
の
鳥
越
屋
敷
）
と
称
し
、
帝
の
滞

留
し
た
ま
ひ
し
地
に
宮
を
立
て
ゝ
、白
鳥
を
祀
り
之
を
大
高
山
神
社
と
称
す
る
。

つ
ま
り
こ
れ
は
、
①
「
児
捨
川
の
由
来
」
の
異
伝
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

帝
を
用
明
天
皇
と
す
る
の
は
、
大
高
山
縁
起
に
し
た
が
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
留
ま

る
家
を
小
豆
坂
の
万
納
長
者
と
す
る
の
は
先
の
『
刈
田
郡
志
』
の
刈
田
嶺
縁
起
に
準

ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
伝
承
と
大
い
に
違
う
の
は
、
天
皇
は
姫
君
を
伴
っ
て

帰
京
さ
れ
、
そ
の
途
次
、
越
河
に
お
い
て
姫
君
は
御
子
を
産
み
、
そ
こ
で
帝
と
別
れ

を
告
げ
た
と
す
る
。
し
か
も
姫
は
御
子
背
負
い
袋
を
掛
け
て
戻
る
途
次
、
小
豆
坂
に

近
づ
い
た
と
て
、
そ
の
袋
を
投
げ
た
ゆ
え
に
、
そ
の
地
を
投
げ
袋
と
言
い
、
長
袋
と

な
っ
た
と
す
る
。
以
下
は
先
の
「
子
捨
川
由
来
」
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

御
子
の
白
鳥
を
祀
っ
た
の
が
大
高
山
神
社
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
そ
の
祭
神
を
大
鷹

か
ら
白
鳥
と
変
ず
る
も
の
で
、
先
の
大
高
山
神
社
縁
起
の
伝
承
を
一
歩
進
め
て
、
現

在
の
祭
神
説
に
近
づ
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
叙
述
に
は
旧
越
河
村
や
旧

深
谷
村
に
祀
ら
れ
る
白
鳥
神
社
へ
の
配
慮
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る36
。

さ
て
、
奥
州
の
白
鳥
信
仰
に
も
と
づ
く
日
本
武
尊
の
伝
説
に
つ
い
て
は
、
は
や
く

堀
一
郎
氏
が
「
奥
羽
地
方
の
日
本
武
尊
―
附
、
白
鳥
伝
説
考
―37
」
で
詳
し
く
あ
げ
て
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お
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
わ
が
民
族
に

根
づ
く
「
遊
幸
信
仰
」
の
一
環
と
し

て
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、

「
日
本
武
尊
の
史
実
と
伝
承
」
を
説

き
、
東
国
地
方
に
お
け
る
日
本
武
尊

伝
説
を
あ
げ
、
奥
羽
地
方
の
伝
承
事

例
を
磐
城
・
岩
代
・
陸
前
・
陸
中
・

陸
奥
・
羽
後
・
羽
前
の
各
地
の
そ
れ

を
示
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
当
然
、

当
地
の
金
ヶ
瀬
村
の
大
高
山
神
社

（
大
鷹
宮
）
の
伝
承
も
あ
げ
て
お
ら
れ

る
。
そ
し
て
最
後
に
、

　

  　

白
鳥
・
白
鷺
・
白
鵠
の
伝
説

は
単
に
近
畿
の
白
鳥
三
陵
、
東

北
諸
地
方
の
信
仰
の
み
に
は
止

ら
ぬ
。（
中
略
）
上
来
述
べ
来
っ

た
天
神
遊
幸
信
仰
の
一
つ
の
具

体
化
せ
ら
れ
た
実
例
に
外
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

と
結
ば
れ
る
。
勿
論
、
そ
の
事
例
の

な
か
に
は
、
金
ヶ
瀬
の
市
人
総
兵
衛

の
伝
襲
す
る
「
玉
笛
一
管
」
に
も
ふ

れ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
義
父
の
柳
田
国
男
氏
の
「
炭
焼
小

五
郎
の
事38
」
に
委
せ
て
お
ら
れ
る
。

五
．「
朝
日
長
者
」
の
文
化
圏

右
の
ご
と
く
、
わ
た
く
し
は
、『
二
荒
山
縁
起
』
の
編
者
は
、
有
宇
中
将
の
鷹
場
め

ぐ
り
に
お
い
て
、
中
将
が
迷
い
込
ん
だ
「
朝
日
の
里
」
を
厚
樫
山
を
越
え
た
異
郷
の

地
の
白
石
盆
地
を
想
定
し
て
い
た
と
論
じ
て
き
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
そ
の
朝
日
長
者

の
住
ん
で
い
た
と
す
る
「
朝
日
の
里
」
は
、
当
地
に
見
出
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
朝
日
長
者
の
伝
承
は
、
多
く
が
鍛
冶
・
炭
焼
の
旧
地
に
も
と
づ
く
も
の
で
、

し
ば
し
ば
「
朝
日
さ
し
夕
日
か
が
や
く
木
の
本
に
、
云
々
」
の
歌
を
伴
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
ま
た
、
鍛
冶
の
火
と
か
か
わ
る
太
陽
（
朝
日
）
信
仰
を
う
か
が
し
め
る
も
の

で
、
白
鳥
伝
説
を
伴
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
太
陽
信
仰
に
も
と
づ
く
朝
日
の
里
は
、
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

ち
な
み
に
当
蔵
王
の
山
麓
に
そ
れ
を
尋
ね
る
と
、
蔵
王
町
の
北
部
の
旧
平
沢
山
の
諏

訪
館
に
朝
日
山
が
見
出
せ
る39
。
そ
こ
は
浄
土
真
宗
・
成
就
山
の
墓
地
と
も
な
っ
て
お

り40
、「
朝
日
山
の
き
つ
ね
っ
こ
」
の
昔
話
の
舞
台
と
も
な
っ
て
い
る41
。
し
か
し
、
朝
日

長
者
の
伝
説
は
う
か
が
え
な
い
。
そ
の
南
方
の
旧
円
田
村
の
伊
原
沢
下
の
東
に
は
朝

日
山
が
あ
る42
。
円
田
中
学
校
の
東
の
嶺
で
あ
る
が
、や
は
り
朝
日
長
者
の
跡
も
鍛
冶
・

炭
焼
の
跡
も
見
出
せ
な
い
。
ま
た
鍛
冶
の
わ
ざ
に
お
い
て
繁
栄
し
た
と
伝
え
る
朝
日

長
者
で
あ
れ
ば
、
そ
の
跡
を
尋
ね
て
み
る
。
ま
ず
蔵
王
町
曲
竹
に
青
麻
山
を
望
む
鍛

冶
沢
が
あ
る
。
が
、
こ
こ
は
縄
文
晩
期
の
遺
跡
を
留
め
て
お
り
、
そ
の
土
偶
な
ど
が

世
に
知
ら
れ
て
い
る43
。
し
か
し
そ
の
名
の
鍛
冶
の
遺
物
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
蔵
王
町
の
西
北
端
、
旧
小
村
崎
村
の
鍛
冶
屋
敷44
を
訪
ね
て
み
る
と
、
た
し
か
に
江

戸
時
代
ま
で
は
鍛
冶
を
わ
ざ
と
す
る
人
々
が
住
ん
で
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、

そ
の
子
孫
に
当
る
人
々
は
、
今
は
全
く
そ
の
鍛
冶
を
伝
え
て
い
な
い
。
勿
論
、
朝
日

長
者
の
伝
説
は
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
白
石
市
旧
福
岡
村
・
蔵
本
に
鍋

石
一
番
・
鍛
冶
屋
敷
が
あ
る45
。
白
石
川
の
北
岸
に
近
い
集
落
で
あ
る
。
鍋
石
一
番
は

佐
藤
姓
、
鍛
冶
屋
敷
は
日
下
姓
の
方
々
が
住
し
て
お
ら
れ
る
。
古
老
に
尋
ね
る
と
、

深谷の白鳥神社 深谷の鳥越集落
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時
折
、
田
圃
の
な
か
か
ら
鍛
冶
の
遺
跡
が
見
出
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
。
や
は
り
朝
日

長
者
の
伝
説
を
聞
く
こ
と
が
な
い
が
、
こ
こ
は
後
に
あ
げ
る
深
谷
台
地
の
製
鉄
遺
跡

群
に
隣
接
す
る
地
域
で
、
そ
の
連
な
り
と
し
て
は
、
留
意
さ
れ
る
。

さ
て
わ
た
く
し
の
踏
査
で
は
、
蔵
王
山
麓
の
蔵
王
町
・
白
石
市
の
な
か
に
は
、
朝

日
長
者
の
伝
説
は
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
再
び
大
高
山
神
社（
大

鷹
宮
）
の
大
河
原
崎
町
金
ヶ
瀬
に
戻
る
。
お
よ
そ
そ
の
金
ヶ
瀬
は
、
白
石
川
が
刈
田

の
郡
境
（
蔵
王
町
宮
地
区
）
か
ら
は
早
瀬
と
な
っ
て
小
豆
色
の
地
肌
を
洗
っ
て
流
れ
た

の
で
、
金
気
の
あ
る
瀬
、
す
な
わ
ち
「
金
ヶ
瀬
」
と
称
し
た
よ
う
で
あ
る46
。

ほ
ん
と
う
に
鉄
分
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
確
か
で
は
な
い
。
が
、旧
奥
州
街

道
沿
い
の
坂
道
を
赤
い
岩
盤
の
色
か
ら
小
豆
坂
、
ま
た
は
赤
坂
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る47
。

現
在
の
大
高
山
神
社
は
そ
の
坂
道
の
南
側
の
岩
盤
上
に
鎮
座
し
て
い
る
。
し
か
も
、
先

に
あ
げ
た
ご
と
く
、『
刈
田
郡
志
』
は
、「
児
捨
川
の
由
来
」
に
お
い
て
は
、
日
本
武
尊

の
滞
留
の
宿
を
「
金
ヶ
瀬
村
小
豆
坂
の
士
族
万
納
長
者
の
家
」、ま
た
、「
長
袋
の
由
来
」

に
お
い
て
は
、用
明
帝
の
そ
れ
を
「
小
豆
坂
の
土
豪
万
納
長
者
の
家
」
と
叙
し
て
い
る
。

勿
論
そ
れ
は
、「
真
野
長
者
物
語
」
に
準
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、当
地
方
に
お
い
て
赤
ヶ

瀬
の
小
豆
坂
は
、
長
者

伝
説
の
聖
地
と
し
て
語

り
継
が
れ
て
き
た
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
あ
る

い
は
そ
れ
は
、
金
気
の

あ
る
「
赤
ヶ
瀬
」
が
炭

焼
長
者
を
吸
引
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
も
言
え

よ
う
。
ち
な
み
に
柳
田

国
男
氏
は
「
炭
焼
小
五

郎
の
事
」
に
お
い
て
、

豊
後
の
「
真
野
長
者
物
語
」
が
炭
焼
長

者
伝
説
の
源
流
を
な
し
た
こ
と
を
説

か
れ
た
の
で
あ
る48
。

さ
て
、
そ
の
金
ヶ
瀬
・
小
豆
坂
（
赤

坂
）
に
か
か
わ
る
朝
日
長
者
の
伝
説

が
語
り
継
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
『
大
河
原
町
史
』〔
通
史
続

編
〕
の
補
遺
編49
の
⑵
伝
説
の
項
に
、

「
赤
坂
長
者
」
と
題
す
る
伝
承
で
あ

る
。
そ
れ
を
あ
げ
て
み
る
。

　

  　

赤
坂
山
（
一
名
、小
豆
山
、金
ヶ

瀬
の
大
高
山
神
社
を
ふ
く
め
て
裏

一
帯
の
山
）
の
土
が
何
故
赤
い

か
。
昔
、こ
こ
に
こ
の
地
方
き
っ

て
の
長
者
が
住
ん
で
い
て
、大
き

な
蔵
に
は
小あ

ず
き豆

が
一
杯
入
っ
て

い
た
。こ
の
長
者
が
急
に
亡
び
た

時
、蔵
の
小
豆
が
そ
の
ま
ま
腐
っ

て
土
と
な
っ
た
た
め
、こ
の
山
一

帯
の
山
土
が
小
豆
色
に
染
ま
っ

て
赤
く
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。こ

の
長
者
が
亡
び
た
時
、黄
金
や
漆

う
る
し

な
ど
の
宝
物
を
赤
坂
山
の
裏
手

の
奥
深
く
埋
め
た
と
言
い
伝
え

ら
れ
た
。土
地
の
人
た
ち
は
昔
か

ら
、
そ
の
宝
物
の
あ
り
か
を
、

陸前国柴田郡平村図
（『大河原町史』「通史編」より）

赤ヶ瀬の岩盤に立つ現大高山神社 旧奥州街道の赤坂（小豆坂）
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朝
日
さ
し
夕
日
か
が
や
く
そ
の
と
こ
ろ

　
　
　

四
つ
葉
う
つ
ぎ
の
そ
の
下
に

　
　
　
　

う
る
し
万
杯　

黄
金
億
々

　
　

と
い
う
歌
に
託
し
て
言
い
伝
え
て
来
た
が
、ま
だ
そ
れ
を
見
つ
け
た
人
は
な
い
。

　
　

  　

し
か
し
今
か
ら
百
年
か
百
五
十
年
前
に
、
大お

お
や
ん
べ

山
家
の
農
家
が
馬
を
引
い
て

朝
草
刈
り
に
こ
の
山
に
出
か
け
た
と
こ
ろ
、
一
寸
し
た
す
き
に
馬
に
逃
げ
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。
農
夫
は
一
生
懸
命
馬
を
探
し
た
が
見
付
け
る
こ
と
が
で
き

ず
す
ご
す
ご
と
帰
っ
て
き
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
、
逃
げ
た
馬
が
と
こ
と
こ
と

帰
っ
て
き
て
、
馬
小
屋
に
入
っ
た
の
を
見
る
と
、
馬
の
後
足
が
べ
っ
と
り
と

濡
れ
て
い
る
。
不
思
議
に
思
っ
て
よ
く
み
る
と
、
朱
漆
が
つ
い
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
の
話
が
み
ん
な
に
伝
わ
り
、
赤
坂
長
者
の
話
は
本
当
だ
っ
た
と
言

う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
馬
が
山
の
中
を
駈
け
回
る
う
ち
に
朱
漆
の

入
っ
た
瓶か

め

を
踏
み
抜
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が

ど
こ
で
あ
っ
た
か
は
依
然
と
し
て
分
ら
ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
半
は
、
伝
承
を
確
信
す
る
実
話
で
あ
る
が
、
前
半
は
、
小
豆
山
の
由
来
を

説
く
朝
日
長
者
の
伝
説
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
の
伝
説
に
つ
い
て
柳
田

国
男
氏
は
、
は
や
く
「
伝
説
の
系
統
及
び
分
類
」
な
ど
に
お
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
「
長
者
栄
華
の
華
や
か
な
空
想
」
で
あ
る
と
判
じ
ら
れ
て
い
た50
。
し
か
し
谷
川
健

一
氏51
や
真
弓
常
忠
氏52
は
し
ば
し
ば
そ
こ
に
「
鉄
文
化
の
古
層
」
の
跡
の
あ
る
こ
と
を

説
い
て
お
ら
れ
た
。
ま
た
わ
た
く
し
も
、
別
稿
に
お
い
て
、
出
雲
の
「
金
屋
子
神
祭

文
」
の
あ
げ
る
朝
日
長
者
は
、
出
雲
・
比
田
の
山
中
で
、
い
っ
と
き
、
そ
の
鍛
冶
の

わ
ざ
に
よ
っ
て
富
み
栄
え
た
家
筋
と
か
か
わ
る
こ
と
を
説
い
た
の
で
あ
る53
。
が
、
こ

の
金
ヶ
瀬
の
「
赤
坂
長
者
」
の
伝
承
は
、
い
か
が
判
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
あ
え

て
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
こ
れ
は
柳
田
氏
の
説
か
れ
た
虚
構
の
伝
承
と
判
じ

ら
れ
る
。
そ
の
伝
承
の
根
拠
と
な
る
鉄
山
・
鍛
冶
の
跡
は
か
な
ら
ず
し
も
見
出
さ
れ

て
は
い
な
い54
。た
だ
そ
こ
に
は
酸
化
鉄
の
産
出
を
確
信
さ
せ
る
自
然
の
風
景
が
あ
る
。

つ
ま
り
そ
の
伝
説
を
吸
引
し
た
の
は
、
そ
の
鉄
分
を
感
じ
さ
せ
る
金
ヶ
瀬
で
あ
り
、

小
豆
坂
の
岩
盤
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
そ
れ
は
白
鳥
の
飛
翔
す
る
聖
地

を
か
か
え
て
い
た
こ
と
と
か
か
わ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
な
ら
ば
、
鷹
の
里
で
あ
り
白
鳥
の
里
も
あ
る
大
高
山
神
社
、
あ
る
い
は
刈
田

嶺
神
社
周
縁
に
、
有
宇
の
中
将
が
迷
い
込
ん
だ
朝
日
の
里
は
見
い
だ
せ
な
い
の
で
あ

ろ
う
か
。
鉄
山
・
鍛
冶
の
わ
ざ
に
よ
っ
て
、
一
旦
は
か
く
繁
栄
を
欲
し
い
ま
ま
に
し

た
朝
日
長
者
は
、単
な
る
空
想
で
し
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
わ
た
く
し
は
、

大
高
山
神
社
・
嶺
刈
田
神
社
か
ら
み
る
と
や
や
白
石
川
の
下
流
、
児
捨
川
の
白
鳥
伝

説
の
舞
台
と
な
っ
た
地
に
、
か
つ
て
壮
大
な
製
鉄
・
鍛
冶
の
わ
ざ
が
営
ま
れ
て
い
た

こ
と
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
白
石
川
の
西
岸
、
児

捨
川
の
北
方
に
位
置
す
る
福
岡
深
谷
の
台
地
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

六
．「
朝
日
長
者
」
の
原
郷
・
深
谷
台
地

さ
て
『
白
石
市
史
』〔
特
別
史
（
下
）
の
1
〕
所
収
「
白
石
地
方
の
伝
承
」
の
⑺
福

岡
地
区
に
は
、「
深
谷
白
鳥
社
」
の
項
に
続
け
て
「
大
太
郎
川
」
を
あ
げ
て
い
る
。

　

  　

深
谷
を
流
れ
る
、
こ
の
大
太
郎
川
の
流
域
に
は
、
金か

ね

滓か
す

の
出
る
畑
が
多
く
、

と
き
ど
き
ホ
ド
と
い
わ
れ
る
炉
の
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
の
こ

ろ
、
刀
鍛
冶
や
武
器
を
つ
く
る
人
が
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
き
た
。（
中
略
）

こ
の
川
を
は
さ
ん
で
西
岸
に
御
所
内
と
、
東
岸
に
兵
庫
屋
敷
が
あ
る
。
昔
、
日

本
武
尊
が
征
夷
東
征
の
み
ぎ
り
、
御
所
内
に
お
ら
れ
、
蔵
王
町
宮
の
内
方
屋
敷

の
姫
が
お
側
に
仕
え
、
や
が
て
皇
子
を
河
原
で
産
み
奉
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
お

り
、
兵
庫
屋
敷
は
尊
の
武
器
を
納
め
て
い
た
倉
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
、
と
伝
え

て
い
る
。

そ
れ
は
、
宮
の
刈
田
嶺
縁
起
と
し
て
の
「
児
捨
川
由
来
」
と
つ
な
い
だ
伝
承
と
あ

る
。
ま
た
続
い
て
、
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大
太
郎
の
い
わ
れ
は
、
昔
、
大
太
郎
と
い
う
男
が
、
こ
の
付
近
の
紅
花
を
京

都
に
出
荷
し
て
金
に
替
え
、
金
箱
を
馬
に
つ
け
て
街
道
筋
で
一
服
し
て
か
ら
、

こ
の
川
を
通
っ
た
と
き
、
何
者
と
も
知
れ
ぬ
賊
に
襲
わ
れ
て
こ
こ
で
殺
さ
れ
て

し
ま
っ
た
、
と
い
う
故
事
に
よ
る
も
の
だ
と
伝
え
て
い
る
。

と
叙
し
て
い
る
。
こ
れ
は
昔
話
化
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
巨
人
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ

チ
伝
説
の
変
容
し
た
伝
承
で
、
鉄
人
伝
説
の
一
連
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る55
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
大
太
郎
川
下
流
地
帯
の
深
谷
台
地
は
、
有
数
な
縄
文
時
代
の
遺

跡
地
帯
で
あ
り
、
一
部
弥
生
の
埋
葬
遺
跡
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
複
合
す
る
形

で
、
多
数
の
集
落
か
ら
製
鉄
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
報
告
書56
に
よ
る

と
、
そ
の
発
掘
調
査
は
、
昭
和
三
十
一
年
以
来
、
地
元
の
佐
藤
庄
吉
氏
を
中
心
に
進

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
三
十
数
軒
に
及
ぶ
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
か
ら

検
出
さ
れ
、
現
在
、
十
六
の
製
鉄
遺
跡
が
知
ら
れ
、
そ
の
う
ち
十
四
遺
跡
が
青
麻
山

を
望
む
深
谷
台
地
を
流
れ
る
大
太
郎
川
流
域
（
一
部
、
源
氏
川
・
三
本
木
沢
）
に
集
中

し
て
分
布
す
る
。
し
か
も
そ
の
製
鉄
の
原
料
の
砂
鉄
は
、
お
よ
そ
そ
の
大
太
郎
川
に

よ
っ
て
供
給
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る57
。

お
よ
そ
そ
れ
を
調
査
報
告
―
数
字
は
遺
跡
番
号
―
に
よ
る
と
、
佐
藤
庄
吉
氏
が
下

館
（
211
）・
上
高
野
（
214
）・
上
高
野
金
神
、
道
内
原
（
215
）・
高
野
（
216
）・
荒
井
遺
跡

（
218
）
に
お
い
て
多
様
な
製
鉄
遺
構
を
検
出
、こ
の
ほ
か
青
木
（
210
）・
三
本
木
前
（
213
）・

間
内
山
（
219
）・
上
屋
敷
（
220
）・
御
所
内
（
226
）・
湯
ノ
口
（
229
）・
高
野
原
（
239
）・
四

ツ
森
遺
跡
（
245
）
の
二
十
地
点
に
、
鉄
滓
の
散
布
地
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
岡
山
大
学
の
和
島
誠
一
教
授
が
昭
和
四
十
二
年
に
佐
藤
氏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
製

鉄
遺
構
を
確
認
、自
ら
道
内
原
（
215
）・
荒
井
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

ま
た
佐
藤
氏
は
、
そ
の
製
鉄
遺
跡
の
形
態
・
構
造
を
、
柴
炉
炉
、
条
溝
柴
炉
・
石
垣

柴
焼
炉
・
天
然
送
風
炉
・
炭
火
炉
・
瓢
箪
形
炉
の
五
つ
に
分
類
、
素
朴
な
土
穴
か
ら

耐
火
粘
土
製
炉
に
発
展
し
た
と
想
定
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
当
深
谷
台
地
の
製
鉄
の

開
始
は
、
早
く
縄
文
末
期
と
み
ら
れ
、
そ
れ
が
平
安
時
代
に
至
っ
て
急
激
に
進
展
し

た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
と
し
、そ
れ
は

古
墳
時
代
以
後
の

生
活
の
進
歩
が
あ

り
、多
賀
城
を
中
心

と
し
た
律
令
政
治

体
制
の
整
備
の
推

進
の
な
か
で
、需
要

の
増
大
が
あ
っ
た

も
の
と
推
さ
れ
る58
。

さ
て
こ
の
製
鉄
遺
跡
群
は
、
遥
か

北
方
に
聖
な
る
青
麻
山
を
望
み
、
そ

の
前
山
の
丘
陵
の
麓
な
る
百
米
ほ
ど

の
台
地
に
存
し
て
い
る
。
そ
の
青
麻

山
を
水
源
と
す
る
大
太
郎
川
は
、
そ

の
台
地
を
通
っ
て
、
白
石
川
に
流
れ

込
む
。
ま
た
当
深
谷
台
地
の
南
に
は
、

白
鳥
伝
説
で
紹
介
し
た
児
捨
川
が
東

流
し
て
、
同
じ
く
白
石
川
に
注
ぎ
込

ん
で
い
る
。
そ
の
台
地
の
西
南
隅
に

は
平
安
時
代
初
期
の「
堂
田
遺
跡
」が

あ
る59
。
平
安
時
代
の
布ぬ

の

目め

瓦
や
土
師

器
が
出
土
し
て
い
る
。
東
西
十
四
米
、

南
北
十
一
米
の
堂
殿
風
の
建
物
が
青
麻
山
を
背
に
、
南
面
に
建
っ
て
い
た
。
自
然
石

を
礎
石
に
入
母
屋
か
寄
棟
造
り
の
草
葺
き
屋
根
の
一
棟
で
あ
っ
た
と
推
さ
れ
る
。
土

地
の
人
々
は
、
昔
か
ら
「
神
霊
あ
ら
た
か
の
地
、
災
厄
の
ま
と
う
地
」
と
し
て
容
易

（右に同じ）

深谷台地を流れる大太郎川
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に
近
づ
か
な
か
っ
た
所
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
白
石
市
史60
』
は
、〈
堂
田
（
ど
う
で
ん
）〉

の
項
に
お
い
て
、「
古
い
寺
堂
跡
は
青
麻
山
に
や
ど
る
大
刈
田
山
神
霊
の
拝
殿
で
あ
っ

た
の
か
も
知
れ
ぬ
」
と
推
し
て
い
る
。
深
谷
台
地
に
製
鉄
・
鍛
冶
を
営
む
人
々
の
崇

拝
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。ま
た
こ
の
人
々
が
、鍛
冶
神
と
し
て
金か

ね

神
を
祀
っ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
台
地
の
畑
地
に
、
し
ば
し
ば
発
見
さ
れ
た

も
の
で
、
木
祠
・
石
祠
を
も
っ
て
祀
り
、
祭
神
は
三
面
の
像
で
、
地
元
の
人
々
は
、

「
三
宝
荒
神
さ
ん
」と
呼
ん
で
き
た
と
い
う61
。
そ
の
精
神
文
化
の
一
端
を
う
か
が
う
も

の
と
言
え
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
の
発
掘
調
査
の
報
告
か
ら
、
平
安
時
代
に
お
い
て
当

地
に
製
鉄
・
鍛
冶
を
営
む
人
々
の
具
体
的
な
生
活
の
全
般
を
う
か
が
う
こ
と
は
む
ず

か
し
い
。
は
た
し
て
い
か
な
る
共
同
体
を
組
織
し
、
い
か
な
る
社
会
体
制
で
、
そ
れ

は
営
ま
れ
て
い
た
の
か
、
は
た
ま
た
、
そ
の
製
鉄
・
鍛
冶
に
し
た
が
っ
た
人
々
は
、
い

か
な
る
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
よ
そ
国
産
の
砂
鉄
に
よ
る
鍛
冶

が
始
め
ら
れ
る
の
は
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る62
。
東
国
に
お
け

る
鍛
冶
に
つ
い
て
は
、『
常
陸
国
風
土
記
』
に
は
、
慶
雲
元
年
〔
七
〇
四
〕、
国
司
が

鍛
冶
を
率
い
て
、安
是
の
湖
の
若
松
の
砂
鉄
か
ら
剣
を
作
っ
た
と
の
記
載
が
あ
る63
。
し

か
し
、
東
国
に
お
け
る
初
期
の
製
鉄

遺
跡
の
多
く
は
、
九
世
紀
以
降
の
も

の
で
あ
る64
。
し
か
る
に
律
令
国
家
体

制
が
よ
う
や
く
蝦
夷
の
地
に
及
ば
ん

と
す
る
時
代
、
そ
の
入
口
と
も
い
う

べ
き
当
地
方
に
、
相
当
大
き
な
規
模

で
製
鉄
・
鍛
冶
の
わ
ざ
が
営
ま
れ
て

い
た
こ
と
は
、
驚
き
と
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
お
そ
ら
く
そ
の
製
鉄
・
鍛
冶

の
わ
ざ
は
、
当
初
は
き
わ
め
て
粗
朴

で
、
ま
ず
は
農
耕
に
供
せ
ら
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
が
需
要
の

拡
大
の
な
か
で
、
そ
の
技
術
も
徐
々

に
進
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
当
地
方
に
は
、
い
っ
と
き
大
い
な

る
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
に
ち
が
い
な

い
。
し
か
し
、
右
の
調
査
報
告
に
よ

れ
ば
、
そ
の
遺
跡
の
最
下
限
は
平
安

中
期
ご
ろ
で
、
平
安
末
期
に
は
ほ
と

ん
ど
見
出
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、
当
地
方
の
製
鉄
・
鍛

冶
は
、
新
し
い
鍛
冶
文
化
の
登
場
の

な
か
で
、
そ
の
平
安
末
期
に
は
衰
退

の
道
を
辿
っ
た
も
の
と
推
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。

そ
こ
で
『
二
荒
山
縁
起
』
の
「
朝

大太郎川流域の遺跡『白石市史』別巻
（考古学編）より転載

青麻山を望む深谷台地・製鉄遺跡の集落 深谷台地東南隅にある堂田遺跡
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日
の
里
」
に
戻
る
。
お
よ
そ
朝
日
長
者
伝
説
は
、
そ
の
衰
退
の
後
に
発
生
す
る
。
鍛

冶
に
よ
る
繁
栄
を
「
古
へ
」
に
想
定
す
る
の
が
朝
日
長
者
伝
説
で
あ
る
。
朝
日
長
者

伝
説
が
、
当
地
に
見
出
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、「
二
荒
山
縁
起
」
の
「
朝
日
の
里
」
を

当
深
谷
台
地
の
製
鉄
・
鍛
冶
の
里
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
平
安
時
代
以
降
の

伝
承
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
深
谷
台
地
は
、
南
方
に
白
鳥
伝
説
の

児
捨
川
に
よ
っ
て
お
り
、東
北
に
は
そ
の
伝
説
と
か
か
わ
る
「
鳥
越
」
の
地
を
有
し
、

白
鳥
神
社
も
擁
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
深
谷
台
地
は
、
製
鉄
・
鍛
冶
の
里
で
あ
る
と

同
時
に
、
白
鳥
の
里
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ち
な
み
に
白
鳥
伝
説
に
は
、
朝
日
長

者
を
含
む
も
の
が
、
日
本
の
各
地
に
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
て
い
る65
。
勿
論
、
そ
の

白
鳥
の
地
は
、
白
鳥
を
追
う
鷹
の
上
手
の
集
う
聖
地
で
あ
っ
た
。
製
鉄
・
鍛
冶
を
営

む
深
谷
の
台
地
も
、
鷹
場
で
あ
っ
た
と
も
推
さ
れ
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、『
二
荒
山
縁
起
』
の
編
者
は
、
当
地
を
「
朝
日
の
里
」
と
し
て
鷹
狩

の
上
手
・
在
宇
中
将
の
物
語
を
作
成
し
た
と
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
当
地

の
朝
日
長
者
の
娘
は
、
中
将
の
跡
を
追
っ
て
、
と
も
ど
も
日
光
の
神
と
示
現
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
日
光
山
は
、
多
く
の
鷹
飼
を
輩
出
す
る
聖
地
で
あ
る
と
同

時
に
、
古
く
は
鉄
文
化
の
メ
ッ
カ
で
も
あ
っ
た66
。
単
な
る
奇
縁
と
い
う
べ
き
も
の
で

は
あ
る
ま
い
。

注①　
『
唱
導
文
学
研
究
』
第
八
集
（
平
成
二
三
年
〔
二
〇
一
一
〕
三
弥
井
書
店
）
所
収
。

②　

大
正
九
年
〔
一
九
一
三
〕
玄
文
社
刊
（『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
十
三
巻
、昭
和
三
八

年
〔
一
九
六
三
〕、
筑
摩
書
房
）

③
④　

細
矢
藤
策
氏
「（
翻
刻
）
二
荒
山
神
社
縁
起
」（『
野
州
国
文
学
』
第
十
五
号
、
昭

和
五
〇
年
〔
一
九
七
五
〕
三
月
、
国
学
院
大
学
栃
木
短
期
大
学
国
文
学
会
）

⑤　

宮
内
省
式
部
職
『
放
鷹
』（
昭
和
六
年
〔
一
九
三
一
〕、
吉
川
弘
文
館
）、
秋
吉
正
博

氏
『
日
本
古
代
養
鷹
の
研
究
』（
平
成
一
六
年
〔
二
〇
〇
四
〕、
思
文
閣
出
版
）
な
ど
。

⑥　

明
治
三
三
年
〔
一
九
〇
〇
〕、
冨
山
房
、
第
七
冊
。

⑦
⑧　

福
島
県
教
育
委
員
会
『「
歴
史
の
道
」
調
査
報
告
書
』（
福
島
県
文
化
財
調
査
報
告

書
・
第
121
集
）

⑨　
「
奥
州
道
中
」
は
、
江
戸
時
代
に
江
戸
日
本
橋
か
ら
宇
都
宮
経
由
で
白
河
ま
で
の
街

道
で
あ
る
が
、
後
に
は
さ
ら
に
白
河
（
白
坂
明
神
）
か
ら
仙
台
・
盛
岡
経
由
で
三
厩
ま

で
の
街
道
を
称
し
た
。

⑩　

刈
田
郡
教
育
会
『
刈
田
郡
誌
』（
昭
和
三
年
〔
一
九
二
八
〕
第
十
三
章
〈
大
刈
田
山

薬
師
嶺
、
白
鳥
社
〉）。
ま
た
、
白
石
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
白
石
市
史
・
3
の
⑵
、
特

別
史
（
下
）
の
1
』（
昭
和
五
九
年
〔
一
九
八
四
〕
白
石
市
）「
蔵
王
周
辺
の
伝
承
」

⑪
⑫　

右
掲
注
⑩
同
書
「
白
石
市
内
の
伝
承
」〈
越
河
地
区
〉

⑬　

右
掲
注
⑩
同
書
「
白
石
市
内
の
伝
承
」〈
福
岡
地
区
〉

⑭　

右
掲
注
⑩
『
刈
田
郡
誌
』
第
十
四
章
〈
県
社
、
刈
田
嶺
神
社
〉

⑮　

柴
田
郡
教
育
会
『
柴
田
郡
誌
』（
大
正
十
四
年
〔
一
九
二
五
〕、
昭
和
四
七
年

〔
一
九
七
二
〕、
名
著
出
版
）
中
編
町
村
誌
・
第
二
章
「
金
ヶ
瀬
村
」

⑯　

右
掲
注
⑭
同
書
、
中
編
町
村
誌
・
第
一
章
「
村
岡
町
」

⑰　

右
掲
注
⑭
同
書
、
中
編
町
村
誌
・
第
三
章
「
船
岡
村
」

⑱　

右
掲
注
⑩
同
書
『
白
石
市
史
・
3
の
⑵
』「
白
石
地
方
の
地
名
と
大
字
」〈
鷹
巣
〉、

『
宮
城
県
の
地
名
』（
昭
和
六
二
年
〔
一
九
八
七
〕、
平
凡
社
）、「
白
石
市
」〈
鷹
巣
古
墳

群
〉
な
ど
。

⑲　
『
大
河
原
町
史
』（〔
通
史
編
〕
昭
和
五
七
年
〔
一
九
八
二
〕、大
河
原
町
）
第
三
章
第

一
二
節
〈
金
ヶ
瀬
・
平
村
〉

⑳　

宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
・
第
62
集
「
東
北
新
幹
線
関
係
遺
跡
調
査
報
告
書
」
Ⅱ

（
宮
城
県
教
育
委
員
会
・
日
本
国
有
鉄
道
仙
台
新
幹
線
工
事
局
、
昭
和
五
五
年

〔
一
九
八
〇
〕）

㉑　

大
高
神
社
蔵
『
鰐
口
』（
重
要
文
化
財
指
定
）
の
銘
刻
文
に
「
奉
納
大
鷹
宮
御
宝
前

鰐
口
一
口
」「
正
応
六
年
癸
巳
三
月
五
日
勧
進
法
橋
玄
応
」
と
あ
る
。
正
応
六
年

〔
一
二
九
三
〕
の
こ
と
で
、「
大
鷹
宮
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

㉒　

右
掲
注
⑲
に
同
じ
。

㉓　

大
河
原
町
教
育
委
員
会
・
大
河
原
町
文
化
財
友
の
会
「
大
山
神
社
を
語
る
」（
平
成

十
一
年
五
月
十
五
日
）
資
料
「
大
高
山
神
社
の
別
当
寺
・
大
高
山
大
林
寺
」
の
項
、
参

照
。

㉔　
『
白
鳥
伝
説
』（
昭
和
六
十
年
〔
一
九
八
五
〕、
集
英
社
）
第
二
部
第
三
章
「
奥
州
安
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白
鳥
・
鷹
と
鍛
冶
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倍
氏
の
血
脈
〈
鷹
と
白
鳥
―
大
高
山
神
社
と
は
何
か
〉

㉕　
『
戦
国
大
名
と
鷹
狩
の
研
究
』（
平
成
十
八
年
〔
二
〇
〇
六
〕、
簒
修
堂
所
収
）

㉖　
『
白
石
市
史
』
4
、
史
料
編
（
上
）（
昭
和
四
六
年
〔
一
九
七
一
〕、
白
石
市
）。
初
代

景
綱
か
ら
九
代
景
貞
ま
で
、
約
二
百
八
十
年
に
わ
た
る
日
記
ふ
う
の
記
録
。

㉗　
「
放
鷹
文
化
の
精
神
風
土
―
交
野
・
為
奈
野
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
説
話
・
伝
承
学
』

第
20
号
、
平
成
二
四
年
〔
二
〇
一
二
〕）、「
放
鷹
文
化
の
精
神
風
土
（
承
前
）
―
信
州

滋
野
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
第
62
号
、
平
成
二
五
年
〔
二
〇
一
三
〕）

㉘　

洞
巌
佐
久
間
義
和
著
。

㉙　

な
お
大
高
山
神
社
に
は
、元
禄
十
年
〔
一
六
九
七
〕
別
当
大
林
寺
の
沙
門
寛
深
が
上

洛
し
て
、
当
時
の
名
僧
・
公
卿
が
分
書
し
て
作
成
し
た
「
縁
起
書
」（
上
下
二
巻
）、
ま

た
正
徳
六
年
〔
一
七
一
六
〕
に
京
都
神
道
管
領
長
上
下
部
朝
臣
作
成
の
「
縁
起
書
」
が

蔵
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
記
・
紀
の
日
本
武
尊
の
白
鳥
説
話
に
そ
っ
て
、
原
縁
起
を

書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
『
大
河
原
町
史
』〔
諸
史
編
〕（
大
河
原
町
、昭
和

五
九
年
〔
一
九
八
四
〕
第
八
章
第
一
節
〈
大
高
山
神
社
〉
の
項
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
村
田
の
白
鳥
神
社
に
も
、「
大
高
山
縁
起
」
に
準
ず
る
も
の
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
当
社
の
別
当
・
定
能
寺
の
僧
寛
深
が
、
元
禄
十
年
〔
一
六
九
七
〕
に
上
京
し
て

選
定
し
た
も
の
で
、
先
の
『
奥
羽
観
蹟
聞
老
志
』
も
言
う
ご
と
く
、
平
村
の
大
高
山
神

社
の
縁
起
を
村
田
の
神
祠
を
主
と
し
て
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は『
蔵
王
町

史
』〔
通
史
編
〕（
蔵
王
町
、
平
成
六
年
〔
一
九
九
四
〕）
の
「
白
鳥
伝
説
の
な
ぞ
」
に

一
部
収
載
さ
れ
て
い
る
。

㉚　

柳
田
国
男
氏
「
炭
焼
小
五
郎
の
事
」（『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
六
巻
、昭
和
三
八
年

〔
一
九
六
三
〕、
筑
摩
書
房
）、
同
氏
『
伝
説
』
昭
和
十
五
年
〔
一
九
四
〇
〕、
岩
波
新
書

（『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
五
巻
、
昭
和
三
七
年
〔
一
九
六
二
〕、
筑
摩
書
房
）、
拙
稿

「『
真
名
野
長
者
物
語
』
以
前
」（
福
田
晃
ほ
か
編
『
鉄
文
化
を
拓
く　

炭
焼
長
者
』
平

成
二
三
年
〔
二
〇
一
一
〕、
三
弥
井
書
店
）

㉛　
『
奥
羽
観
蹟
聞
老
志
』
は
、
こ
の
「
玉
笛
」
を
、
惣
兵
衛
の
先
祖
が
、
喬
木
の
空
洞

よ
り
発
見
し
た
も
の
と
叙
す
。
し
か
る
に
、右
掲
注
⑮
『
柴
田
郡
志
』
所
収
「
金
ヶ
瀬

村
」
の
〈
伝
説
口
碑
〉
に
よ
る
と
、
こ
の
玉
笛
は
、「
金
ヶ
瀬
の
駅
平
間
何
某
」
と
い

う
良
農
の
家
に
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
、そ
れ
は
元
は
「
柴
田
郡
平
村
百
姓
御
山
守
屋

敷
惣
兵
衛
」
の
十
一
代
前
の
先
祖
が
、
田
地
開
発
の
折
、
掘
り
出
し
た
も
の
と
伝
え
て

い
る
。

32　
「
柴
田
郡
平
村
風
土
記
御
用
書
出
」（『
宮
城
県
史
』
23
〈
資
料
編
〉
所
収
）

33　

な
お
、『
奥
羽
観
蹟
聞
老
志
』
巻
之
四
「
名
蹟
類
」
㈠
の
苅
田
神
社
〈
苅
田
嶺
神
社
〉

の
項
に
は
、「
吉
川
氏
所
レ
記
宮
社
ノ
縁
起
曰
、
所
レ
祭
白
鳥
ノ
明
神
ハ
乃
日
本
武
尊
也
」

と
あ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
る
「
子
捨
川
由
来
」
を
叙
す
苅
田
嶺
神
社
縁
起
は
、
こ
れ
に

よ
っ
た
も
の
と
推
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
書
は
、
続
け
て
「
神
道
家
ノ
説
ニ
曰
フ
、
刈

田
宮
ハ
用
明
天
皇
ノ
后
妃
ヲ
祭
ル
所
ナ
リ
ト
」
と
叙
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、右
掲
注

⑩
『
白
石
市
史
・
3
の
⑵
』
の
「
蔵
王
周
辺
の
伝
承
」
に
は
、〈
白
鳥
明
神
氏
子
の
伝

説
〉
と
し
て
、
用
明
天
皇
の
妃
が
子
を
抱
い
た
ま
ま
入
水
（
児
捨
川
）、
二
羽
の
白
鳥

と
化
し
て
宮
の
西
山
に
し
ば
し
留
ま
り
、
や
が
て
南
の
空
に
姿
を
消
し
た
の
で
、
村
人

は
白
鳥
を
祭
神
と
し
て
尊
と
母
子
の
霊
を
祀
る
白
鳥
社
（
刈
田
嶺
神
社
）
を
建
立
し
た

と
伝
え
る
。
し
か
も
、
こ
の
伝
承
が
「
用
明
天
皇
か
ら
日
本
武
尊
に
変
っ
た
の
は
、
吉

川
惟
足
に
縁
起
を
書
い
て
も
ら
っ
た
か
ら
だ
」
と
説
く
。
ち
な
み
に
当
社
に
は
、享
保

元
年
〔
一
七
一
六
〕
に
龍
宝
寺
住
職
・
実
政
泰
吉
筆
の
「
陸
奥
刈
田
郡
総
社
白
鳥
明
神

縁
起
記
」（『
蔵
王
町
史
』〔
資
料
編
Ⅱ
〕
平
成
元
年
〔
一
九
八
九
〕
所
収
）
が
あ
る
が
、

こ
れ
も
ま
た
来
遊
の
王
子
は
、
日
本
武
尊
と
し
て
叙
し
て
い
る
。

34　

右
掲
注
33
参
照
。

35　

右
掲
注
㉙
『
蔵
王
町
史
』〔
資
料
編
Ⅱ
〕
所
収
。
冒
頭
、「
白
鳥
宮
は
往
古
刈
田
嶺
神

社
と
て
薬
師
が
峯
に
鎮
座
し
給
ふ
。
是
日
本
武
ノ
尊
也
。
西
ノ
宮
は
若
宮
と
申
て
、日

本
武
尊
乃
御
子
を
祀
り
給
ふ
」
と
あ
る
。
薬
師
が
峯
と
は
青
麻
山
の
後
の
呼
称
で
あ

る
。
し
か
し
て
「
荒
子
屋
敷
之
事
」
と
し
て
「
子
捨
川
由
来
」
を
あ
げ
、日
本
武
尊
の

妃
・
玉
な（
依
）に

姫
は
、「
今
の
柴
田
郡
平
村
大
高
宮
之
神
是
な
り
。
御
乳
人
を
ば
芦
立
村

に
て
御
乳
ノ
明
神
と
申
て
社
有
り
」
と
す
る
。

36　

福
島
・
宮
城
両
県
境
の
国
道
四
号
線
沿
い
に
、「
下し
た
ひ
も紐

の
石
」
が
存
す
る
。
こ
れ
は
、

長
袋
伝
説
に
お
い
て
、用
明
天
皇
の
妃
が
皇
子
を
生
ん
だ
と
す
る
跡
と
伝
え
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
同
伝
説
に
お
い
て
、
皇
子
が
白
鳥
と
化
し
て
消
え
た
と
す
る
鳥
越
は
深

谷
に
あ
り
、
近
く
に
は
白
鳥
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

37　
『
我
が
国
民
間
信
仰
史
の
研
究
』
㈠
〔
序
編
・
伝
承
説
話
編
〕（
昭
和
三
〇
年

〔
一
九
五
五
〕、
創
元
社
）

38　

右
掲
注
㉚
に
同
じ
。

39　
『
蔵
王
町
史
』〔
民
俗
生
活
編
〕（
平
成
八
年
〔
一
九
九
六
〕
蔵
王
町
）
第
二
編
「
地

名
」〈
平
沢
区
〉。
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40　
『
蔵
王
町
史
』〔
通
史
編
〕（
平
成
六
年
〔
一
九
九
四
〕、蔵
王
町
）
第
四
編
第
二
章
第

五
節
〈
平
沢
村
〉

41　

平
沢
青
年
会
編
「
平
沢
の
む
か
し
む
か
し
」、右
掲
注
39
『
蔵
王
町
史
』〔
民
俗
生
活

編
〕
第
一
編
第
九
章
〈
昔
話
〉
再
録
。

42　

蔵
王
町
平
沢
地
区
在
住
の
郷
土
史
家
・
鹿
島
茂
氏
の
教
示
に
よ
る
。

43　
『
蔵
王
町
史
』〔
資
料
編
Ⅰ
〕（
昭
和
六
二
年
〔
一
九
八
七
〕、蔵
王
町
）
第
一
編
〈
鍛

冶
沢
遺
跡
〉

44　

右
掲
注
32
『
蔵
王
町
史
』〔
民
俗
生
活
編
〕
第
二
編
「
地
名
」〈
小
紫
崎
東
区
〉
に
属

し
て
い
る
。

45　

右
掲
注
⑩
『
白
石
市
史
・
3
の
⑵
』
所
収
「
地
名
の
研
究
」
⑻
福
岡
村
〈
蔵
本
〉
に

「
鍋
石
一
番
」「
鍋
石
二
番
」「
鍛
冶
屋
敷
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

46
47　

右
掲
注
⑲
『
大
河
原
町
史
』〔
通
史
編
〕
第
三
章
第
十
二
節
〈
金
ヶ
瀬
・
平
村
〉

48　

右
掲
注
㉚
に
同
じ
。

49　
『
大
河
原
町
史
』〔
通
史
続
編
〕（
平
成
一
〇
年
〔
一
九
九
八
〕「
補
遺
編
」〈
伝
説
〉）。

な
お
、『
安
永
風
土
記
』（「
風
土
記
御
用
書
出
」）
の
「
平
村
」
の
項
に
、「
一
坂
壱
ツ

　

一
小
豆
坂　

長
サ
三
丁　

刈
田
郡
宮
町
江
之
往
還
道
」
と
あ
る
。

50　
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
五
巻
（
昭
和
三
七
年
〔
一
九
六
二
〕、
筑
摩
書
房
）。
柳
田

国
男
監
修
『
民
俗
学
辞
典
』（
昭
和
二
六
年
〔
一
九
五
一
〕、
東
京
堂
）

51　

谷
川
健
一
氏
「
鉱
産
と
関
わ
る
朝
日
長
者
伝
説
の
明
白
な
実
例
」（『
青
銅
の
神
の
足

跡
』、
昭
和
五
四
年
〔
一
九
七
九
〕、
集
英
社
）

52　
『
日
本
古
代
祭
祀
と
鉄
』（
昭
和
五
六
年
〔
一
九
七
一
〕、
学
生
社
）、『
古
代
の
鉄
と

神
々
』（
平
成
九
年
〔
一
九
九
七
〕、
学
生
社
）

53　
「
中
世
の
鍛
冶
神
話
―
「
金
屋
子
神
祭
文
」
の
伝
承
世
界
―
」（『
説
話
・
伝
承
学
』

23
号
）

54　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
高
山
神
社
に
は
、
鉄
の
遺
品
・
遺
物
を
少
な
か
ら
ず
存

し
て
い
る
。
右
掲
注
⑮
『
柴
田
郡
誌
』
第
二
章
「
金
ヶ
瀬
村
」〈
神
社
仏
閣
〉
の
「
郷

社
大
高
山
神
社
」
の
項
に
は
、「
鼎
」（
鉄
製
、
伝
弘
法
大
師
使
用
）、「
古
釜
」（
鉄
製

丸
型
、
直
径
一
尺
五
寸
、
作
者
不
明
）、「
鉄
塔
」（
和
泉
三
郎
忠
衡
の
寄
進
、
元
禄
十
五

年
〔
一
七
〇
二
〕、
旧
社
地
を
巨
る
東
南
富
田
の
地
よ
り
発
掘
）、「
南
蛮
鉄
鳥
居
」（
年

代
不
詳
、
古
来
よ
り
伝
わ
る
）
が
見
え
る
。
ま
た
か
つ
て
の
鎮
座
地
の
「
台
の
山
遺

跡
」
か
ら
は
、
鉄
製
品
（
鉄
鏃
、
刀
子
型
製
品
、
棒
状
製
品
、
鉄
滓
付
着
の
フ
イ
ゴ
）

な
ど
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

55　

柳
田
国
男
氏「
ダ
イ
ダ
ラ
坊
の
足
跡
」（『
一
目
小
僧
そ
の
他
』昭
和
九
年〔
一
九
三
四
〕

小
山
書
店
）（『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
五
巻
、
昭
和
三
七
年
〔
一
九
六
二
〕、
筑
摩
書

房
）

56
57　
『
白
石
市
史
』
別
巻
〔
考
古
資
料
編
〕（
昭
和
五
一
年
〔
一
九
七
六
〕、
白
石
市
）

Ⅱ
・
4
「
奈
良
・
平
安
時
代
の
白
石
市
周
辺
」〈
深
谷
台
地
〉

58　
『
白
石
市
史
』〔
通
史
編
〕（
昭
和
四
五
年
〔
一
九
七
〇
〕、白
石
市
）
第
二
章
第
三
節

「
平
安
時
代
」〈
製
鉄
集
団
の
発
生
〉、右
掲
注
34
『
蔵
王
町
史
』〔
通
史
編
〕
第
二
編
第

二
章
「
古
代
」〈
刈
田
郡
の
生
産
遺
跡
〉
な
ど
。

59　

白
石
市
教
育
委
員
会
編
「
白
石
市
文
化
財
報
告
書
」
第
9
号
「
堂
田
遺
跡
―
白
石
市

福
岡
八
宮
―
」（
昭
和
四
六
年
〔
一
九
七
一
〕）

60　

右
掲
注
⑩
同
書
、「
小
字
地
名
」（
8
）
福
岡
村
（
八
宮
）

61　

右
掲
注
56
同
書
、「
白
石
市
周
辺
の
考
古
学
研
究
史
」〈
深
谷
鍛
冶
遺
跡
の
発
掘
〉
の

項
。

62　

窪
田
蔵
人
氏
『
鉄
の
生
活
史
―
鉄
が
語
る
日
本
歴
史
―
』（
昭
和
四
一
年

〔
一
九
六
六
〕、
角
川
書
店
）「「
王
朝
の
確
立
と
製
鉄
の
普
及
」。
た
だ
し
近
年
、
そ
れ

は
、六
世
紀
に
ま
で
遡
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
た
た
ら
研
究
会
編
『
日
本
古
代
の
鉄

生
産
』（
平
成
三
年
〔
一
九
九
一
〕
六
興
出
版
、
参
照
）

63　
「
香
島
郡
」〈
高
松
の
浜
〉
の
項
に
、「
慶
雲
元
年
、
国
の
司
、
婇う
ね

女め

朝
日
、
鍛か

ぬ
ち、

佐さ

び備

の
大
麻
呂
等
を
率ゐ

て
、
若
松
の
浜
の
鉄ま

が
ねを

採
り
て
、
剱
を
造
り
き
」
と
あ
る
。
浜
砂
鉄

に
よ
る
鍛
冶
が
叙
さ
れ
て
い
る
。

64　

た
と
え
ば
、
東
京
工
業
大
学
製
鉄
史
研
究
会
編
『
古
代
日
本
の
鉄
と
社
会
』（
昭
和

五
七
年
〔
一
九
八
二
〕、
平
凡
社
）
は
、
古
代
の
製
鉄
遺
跡
と
し
て
、
茨
城
県
結
城
郡

八
千
代
町
の
「
尾
崎
前
山
遺
跡
」
の
発
掘
調
査
を
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
お
よ

そ
九
世
紀
中
〜
後
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

65　

特
に
そ
れ
は
、
北
九
州
方
面
に
見
出
さ
れ
て
い
る
。
山
中
耕
作
・
宮
地
武
彦
両
氏
編

『
日
本
伝
説
大
系
』
第
十
三
巻
〈
北
九
州
編
〉（
昭
和
六
二
年
〔
一
九
八
七
〕、
み
ず
う

み
書
房
）
の
「
朝
日
長
者
」
の
項
、
参
照
。

66　

細
矢
藤
策
氏
「
勝
道
上
人
の
伝
（
三
）
―
勝
道
の
裏
面
的
性
格
―
」（『
鹿
沼
史
林
』

第
十
号
、
昭
和
四
六
年
〔
一
九
七
一
〕）（『
古
代
英
雄
文
化
と
鍛
冶
族
』
平
成
元
年

〔
一
九
八
九
〕、
桜
楓
社
、
所
収
）。
同
氏
「
大
蛇
と
百
足
の
神
戦
譚
―
二
荒
山
神
社
縁



二
一

白
鳥
・
鷹
と
鍛
冶

21

起
『
俵
藤
太
物
語
』
の
鍛
冶
信
仰
」（『
国
学
院
雑
誌
』
第
一
○
四
巻
第
九
号
（
平
成

十
一
年
〔
一
九
九
九
〕）。
ま
た
「
二
荒
山
縁
起
」
の
第
二
部
に
あ
げ
ら
れ
る
日
光
神

（
大
蛇
）
と
赤
城
神
（
百
足
）
の
神
戦
に
つ
い
て
は
、若
尾
五
雄
氏
の
「
百
足
と
金
工
」

（『
日
本
民
俗
学
』
八
五
号
、
昭
和
四
八
年
〔
一
九
七
三
〕）、「
赤
城
山
の
百
足
と
金
工
」

（『
鬼
伝
説
の
信
仰
―
金
工
史
の
視
点
か
ら
―
』
昭
和
五
二
年
〔
一
九
七
七
〕、
大
和
書

房
）、
田
中
久
夫
氏
「
百
足
と
蛇
」（『
金
銀
島
日
本
』
昭
和
六
三
年
〔
一
九
八
八
〕、
弘

文
堂
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
追
記
〕

本
稿
を
成
す
に
当
っ
て
は
、
白
石
市
・
蔵
王
町
・
大
河
原
町
の
各
教
育
委
員
会
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
同
地
域
の
調
査
に
当
っ
て
は
、
教
育
委
員
会

の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
地
元
の
多
く
の
方
々
の
ご
教
示
を
承
っ
て
い
る
。
い
ち
い
ち
お

名
前
は
あ
げ
な
い
が
、
誌
上
を
か
り
て
、
各
位
に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、

再
三
に
わ
た
る
現
地
調
査
に
は
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
の
二
本
松
康
宏
氏
が
、
必
ず

同
道
し
て
、わ
た
く
し
の
そ
れ
を
支
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。「
あ
り
が
た
い
」
教
え

子
で
あ
る
。
謝
意
を
添
え
て
お
き
た
い
。

（
本
学
名
誉
教
授
）


